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サステナブル社会の実現を目指して当社グループが推し進める事業と取り組みを、
コーポレートレポートやWEBでステークホルダーの皆様にお伝えします。

企業WEBサイト
（日本語版／英語版） 

 https://www.takenaka.co.jp

企業パンフレット（日本語版／英語版）

財務・非財務の広範囲にわたる詳しい情報をタイムリーにカバーしています。

当社の財務情報、非財務情報を統合しコンパクトにまとめました。
事業活動や成果（作品）などもより詳しく紹介しています。
※技術・ソリューションの個別パンフレットもあります。

「竹中コーポレートレポート2023」は、竹中グループのグループCSRビジョンを示す
とともに、グループ事業全体の取り組みをわかりやすくお伝えするものです。
竹中工務店の活動内容を中心に構成し、誌面の都合で掲載できないコンテンツや
事例、データについては竹中工務店WEBサイトに掲載しています。
2014年より会社案内（事業概要紹介）とサステナビリティレポート（CSR活動報告）
を統合し、中期経営計画や財務・非財務の主要データを盛り込み、グループ・グロー
バルな展開を行う当社グループの事業活動全体をステークホルダーの皆様にご理
解いただくことを目的に公開しています。
誌面に掲載された をクリックすると、WEBサイトの関連情報をご覧いただけます。

■ 報告対象期間
2022年1月～2022年12月
当該年以外の活動も一部掲載しています。

■ 報告対象範囲
竹中工務店の活動を中心にグループ会社の活動を含んだ内容としています。

■ 参考ガイドライン
GRIサステナビリティ・レポーティング・スタンダード、環境省の「環境報告ガイドラ
イン2018年版」及び日本規格協会発行の「日本語訳ISO26000社会的責任に関す
る手引」（第一版2010年11月1日）を参考にしました。

■ 発行
日本語2023年3月（次回発行予定2024年3月）
英語2023年5月（次回発行予定2024年5月）

■ お問い合わせ先
経営企画室 広報部　03-6810-5140

編集方針 CONTETS
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建築作品集
（和・英併記）

Financial Report
（英語版）
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竹中工務店について 成長戦略 会社情報重要課題（マテリアリティ）事業活動

竹中工務店について
 2 グループ概要
 3 竹中の歩み
 5 企業理念
 6 名誉会長・会長メッセージ

成長戦略
 7 社長メッセージ

事業活動
 11 建築生産プロセス改革
 13 建築
 17 海外
 19 開発
 21 エンジニアリング
 23 技術開発
 25 グループ会社

重要課題（マテリアリティ）
 27 重要課題（マテリアリティ）解決への取り組み
37  竹中グループの重要課題

会社情報
 39 社会貢献
 40 社外評価
 41 コーポレート・ガバナンス
 42 会社概要
 43 財務・非財務ハイライト

1   TAKENAKA Corporate Report 2023

https://www.takenaka.co.jp


連結売上高

13,754億円
（2022年度）

グループ従業員数

13,278人
（2022年度）

グループ全体で「まちづくりの全てのステージ」でお客様の期待に応えます。

竹中グループの事業規模

その他事業 その他事業

国内建設事業 国内建設事業

630億円 1,569人

10,746億円 9,675人

661億円 161人

1,715億円 1,873人

開発事業 開発事業

海外建設事業 海外建設事業

竹中グループ主要各社の主な事業領域

竹
中
工
務
店

開発事業・その他事業

技術開発・エンジニアリング

生 産 アフターケア

海
外
グ
ル
ー
プ
会
社

国
内
グ
ル
ー
プ
会
社

タイ竹中 インドネシア竹中 マレーシア竹中
インド竹中 中国竹中 ヨーロッパ竹中 アメリカ竹中エンジニアリング

開発事業
竹中開発Ｕ.Ｓ.Ａ. （ニューヨーク、サンフランシスコ）
竹中リアルティＵＫ （ロンドン）
竹中カリフォルニア開発 （サンフランシスコ）

竹中ハワイ開発 （ハワイ）
竹中リアルティNY （ニューヨーク）
竹中シアトル開発 （シアトル）

建築事業

共通基盤
クリエイト・ライフ （福利厚生）
ＴＡＫキャピタルサービス （経理業務代行）

アサヒ ファシリティズ （保険）
ＴＡＫエンジニアリング （人材派遣）

ＴＡＫシステムズ （ICT）

TAKホスピタリティ京都 アステム

開発事業

土木事業
竹中土木 （土木工事） 竹中道路 （道路工事）

TAKシステムズ
（ＣＡＤ）

TAK-QS
（積算）

アサヒ ファシリティズ
（ビル管理）

朝日ビルド （鉄筋・型枠）
東京朝日ビルド （鉄筋・型枠）
TAKイーヴァック （設備）
TAKリビング （木製品、内装･インテリア）
朝日興産 （内・外装、建材販売、緑化）

設 計

調達・施工 施設管理設 計 積 算

企画
計画

※間接保有を除く主要な連結対象会社を記載しています。

グループ概要

竹中工務店について

グループ概要

成長戦略 会社情報重要課題（マテリアリティ）事業活動
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竹中工務店は1610年(慶長15年)の創業以来、建築を専業とし、ランドマークとなる数多くの建築物を手掛け、
社会発展の一翼を担ってきました。宮大工の棟梁であった初代 竹中藤兵衛正高から
受け継がれた精神は、様々な「作品」となって国内外へ、また建築の枠を超えて、
豊かで安心な「まちづくり」に広がっています。

1610
初代 竹中藤兵衛正高 名古屋で創業。
神社仏閣の造営を業とする。

1874
維新後、次第に洋風建築を手掛け、
名古屋鎮台兵舎竣工。

1884
三井銀行名古屋出張店竣工。

1897
三井名古屋製糸所竣工。

1899
14代 竹中藤右衛門が神戸に進出、
創立第1年とする。

1900
三井銀行神戸小野浜倉庫竣工。

1934
明治生命館

（東京・丸の内）竣工。 

1937
株式会社 竹中工務店設立。
資本金150万円。

1941
株式会社 竹中土木設立。

1957
南極観測用施設製作。
竹中式潜函工法特許を取得。

1958
高さ333mの東京タワー竣工。

1909
合名会社 竹中工務店設立。
神戸を本店に名古屋を支店とする。

1912
商店建築では日本初の
鉄筋コンクリート造の
高島屋京都店竣工。

1916
鉄骨鉄筋コンクリート造の 
大阪朝日新聞本社竣工。

1978
日独センター竣工。

1981
チャンギ国際空港ターミナル竣工。

1992
日本品質管理賞受賞。

1993
日本初の屋根開閉式多目的スタジアム・
福岡PayPayドーム竣工。1983

大手センタービル竣工、開業。

1986
第二国立劇場の国際設計競技に
おいて最優秀作品に入選。

1991
グランドハイアットカウアイ
リゾート&スパ竣工、開業。

1997
5大ドームの一角ナゴヤドーム竣工。

（現バンテリンドーム ナゴヤ）

1969
株式会社 アサヒファシリティズ設立、
ビル管理事業、保険事業に進出。

1973
ヨーロッパ竹中設立、欧州へ進出。

1974
タイ竹中、インドネシア竹中、
シンガポール事務所設立、
東南アジアへ進出。

1993
竹中土木インドネシア設立。

1995
環境建築のパイオニア
アクロス福岡竣工。

1996
アユタヤ銀行
本社竣工。

1960
TAKENAKA & ASSOCIATES INC.
をサンフランシスコに設立、
海外事業を本格化。

1963
国立劇場の設計競技において
1等に入選。

1979
デミング賞実施賞受賞。

竹中工務店を含むASTMグループが
提案した芦屋浜シーサイドタウン竣工。

1987
有楽町マリオン竣工。

1987
ホテル日航サンフランシスコ
竣工、開業。

1988
竹中錬一会長がデミング賞本賞を受賞。

日本初の空気膜構造による
多目的スタジアム・東京ドーム竣工。

1990
クリスタルタワー竣工、開業。

1990
マレーシア竹中設立。

写真提供 国立劇場

ハワイ

東 京

サンフランシスコ

大 阪

シンガポール

西ドイツ

1610
1975 1990

1920

タイ

竹中の歩み

竹中の歩み

竹中工務店について

竹中のこれまでとこれから

成長戦略 会社情報重要課題（マテリアリティ）事業活動
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竹中の歩み

竹中工務店について

国内／国内の会社設立・建築事業　　海外／海外の会社設立・建築事業　　開発／国内外の開発事業�

2001
アメリカ竹中設立。

2001
大分スポーツ公園�レゾナックドーム
大分、札幌ドーム「Hiroba」竣工。

2003
中国竹中設立。

現代自動車欧州本社竣工。

2006
超高層免震マンション
シティタワー西梅田竣工。

2007
中部地方一の高さを誇る
ミッドランドスクエア竣工。

東京都心の大型複合施設
東京ミッドタウン、
新丸の内ビルディング竣工。

2010
インド竹中設立。

東南アジアのハブ空港として、
人と経済の流れを支えるチャンギ
空港第4ターミナルビル竣工。

2017
ベトナム竹中設立。

2019
京都東山計画（山荘 京大和・
パーク ハイアット 京都）開業。

2009
三菱一号館の復元及び
丸の内パークビルディング竣工。

2008
世界初の3棟連結超高層集合住宅
アイランドタワースカイクラブ竣工。

2017 
再開発プロジェクト
「ささしまライブ24」の
中核となる複合施設
グローバルゲート開業。

2019
スポーツイベント会場となる
有明アリーナ竣工。

まちとともに文化を育む
渋谷 パルコ・ヒューリックビル竣工。

先進医療の拠点となる
国立循環器病研究センター竣工。

2022
都市空間を豊かに再編する
大阪梅田ツインタワーズ・サウス竣工。

立体都市公園制度を活用した
MIYASHITA PARK竣工。

2018
開かれた知と地の拠点
常葉大学草薙キャンパス竣工。

2021
ZEB�Readyを達成した
学び・交流の場
FOREST GATEWAY CHUO竣工。

レガシー活用事業第一弾
旧山口萬吉邸 kudan house完成。

2020
森林グランドサイクル®を加速する
FLATS WOODS 木場竣工。

2020
市民に開かれた
横浜市役所竣工。

京 都

東 京

ドイツ

シンガポール

2000 2010
20202018

2014
日本一の高さを誇る
あべのハルカス竣工。

日本建築学会賞（作品）を
明治安田生命新東陽町ビルで受賞。

2013
燃エンウッド®を採用した
大阪木材仲買会館竣工。

LEEDプラチナ認証取得の優れた
環境性能をもつパシフィック
センチュリー プレイス ジャカルタ竣工。

インドネシア

成長戦略 会社情報重要課題（マテリアリティ）事業活動
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当社は「最良の作品を世に遺し、社会に貢献する」ことを
使命としてきました。そのために、社是を基本姿勢とし、
手掛ける建築物の一つひとつを丹精込めてつくってきま
した。そして、お客様満足や社会の信用を得て企業の社
会的価値を高める「品質経営」 を継続しています。
さらに、私たちを取り巻くステークホルダーが多様化す
る中で、建築に求められる機能や価値も変化してきてお
り、これまで以上に社会と価値観を共有する企業活動が
求められています。また、社会全体を見ても、「地球温暖
化・気候変動」「安全・安心の確保」「社会インフラの老朽化」

「少子高齢化」など多くの課題を抱えています。これらの

課題は未来の社会に大きな影響を及ぼす可能性があり、
企業が果たす社会的責任は一層重要性を増しています。
こうした中で、当社はグループの力を結集し、社会そし
てステークホルダーとの対話を深め、社会の課題を解決
してサステナブル社会を実現することを示した「竹中グ
ループCSRビジョン」と、当ビジョンを含む企業理念、品
質経営基本方針の考え方を表現した「竹中グループメッ
セージ」を定めています。当社の原点である企業理念を
一人ひとりが胸に刻み「品質経営」を推進するとともに、
CSRの行動指針である企業行動規範を実践することで、
このビジョンを実現していきます。　

想いをかたちに 未来へつなぐ

竹中グループＣＳＲビジョン、竹中グループメッセージに込めた想い
私たちは、サステナブルな社会の実現に向け、「地球環境」

「地域社会」「お客様」「従業員」「協力会社」などのステーク
ホルダーの期待に応えるとともに、その人々が集い、作用
し合う「まち」が、今も未来も豊かで、安全で、優しいもので
なければならないと考えています。そのために、ステーク

ホルダーとの対話をより一層深めていきます。そして、その
「想い」を建築、土木、不動産・開発、ファシリティマネジメ
ント、リニューアルといった当社グループの事業力を組み
合わせた新たな価値をもつ「まちづくり」を通してかたちに
し、サステナブル社会を実現していきます。

経営理念 最良の作品を世に遺し、社会に貢献する

メッセージ

方　針

行動指針

企業理念

品質経営

ビジョン

安全衛生方針

人権方針

品質方針

調達方針

環境方針

税務方針 内部統制基本方針 個人情報保護方針

竹中グループメッセージ 想いをかたちに　未来へつなぐ

社 是 正道を履み、信義を重んじ堅実なるべし
 勤勉業に従い職責を全うすべし
 研鑽進歩を計り斯道に貢献すべし
 上下和親し共存共栄を期すべし

企業行動 1. お客様満足とまちづくりを通じた持続可能な社会の実現   6. 地球環境への貢献
規範 2. 法令及び社会規範の遵守   7. 社会への貢献
 3. 情報の開示及び保護   8. 危機管理の徹底
 4. 人権の尊重   9. 国際規範の尊重と各国・地域への貢献
 5. 働きやすい職場環境の実現 10. 実施体制の整備と違反への対応

品質経営基本方針 品質重視の経営に徹し　新しい環境創造への挑戦により　お客様満足と社会の信用を得る

竹中グループ 私たち竹中グループは、ステークホルダーとの対話を深め、その想いを「まちづくり」を
CSRビジョン 通してかたちにし、未来のサステナブル社会へつないでいきます。

企業理念

企業理念

竹中工務店について 成長戦略 会社情報重要課題（マテリアリティ）事業活動
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取締役会長取締役名誉会長

当社は1899年の創立以来、棟梁精神と品質経営を貫いてまいりました。その結果、広く
お客様からの信頼をいただいており、感謝申し上げます。
これまでの１２４年にわたる営みの中では幾多の環境変化が訪れ、その影響の範囲は広が
り、スピードは加速しています。しかしながら、「最良の作品を世に遺し、社会に貢献する」
という経営理念、「正道を履み、信義を重んじ堅実なるべし」を第一是とする社是が当社の
原点であり、変わらずに守っていくべき創始者の想いです。
これからも、お客様をはじめとしたステークホルダーの皆様との対話をもとに、まちづくり
を通じて社会に貢献するというグループのビジョンに則り、真摯に課題に取り組むことが
必要だと考えています。サステナブル社会の実現に向けて、社会とお客様の期待にお応
えできるよう、弛まず歩み続けてまいります。

2023年3月

名誉会長・会長メッセージ

竹中工務店について

名誉会長・会長メッセージ

成長戦略 会社情報重要課題（マテリアリティ）事業活動



世界に共通する喫緊の課題の一つとして、急速な気候変
動を伴う地球環境の変化が挙げられます。それは激甚化
する自然災害の増加や生物多様性に迫る危機、エネル
ギー問題など輻輳したかたちとなって人類に解決を迫っ
ています。
当社はサステナブル社会の実現に向けた取り組みとして
環境コンセプト「人の感性や創造性を高め、自然を活か
し、ライフサイクルCO2ゼロからカーボンニュートラルな

社会の実現を目指す」ことを掲げ、人と自然をつなぐ活動
を進めています。自然災害への備えやインフラの整備な
どのハード面だけではなく、未来社会のありたい姿を描
いて、まちの機能を高めていくことこそが、当社が目指す
姿です。今後もグループの事業領域をまちのライフサイ
クル全体に重ね合わせ、まちの価値を高めていきます。

まちの機能と価値を高めていく

社長メッセージ

社長メッセージ

竹中工務店について

● 健康・快適で豊かなくらし
● 地球環境をまもる
● ひとびとの多様性の尊重

サステナブル社会の実現

まちの資産を大切につかう

環境の変化に最適なリニューアルを

技術でスマートコミュニティを描く

環境と共生する強い社会基盤を

最良の作品と建築ソリューションを

メンテナンス

エネルギー

リーシング

設計・エンジニアリング

PM/CM

Maintenance & Management Stage

Development & Planning Stage

Construction Stage

施設環境を育て、施設を利用する
全ての人々に最適な空間を提供し、
環境と空間を未来へつないでいきます。

「伝統と革新」を重んじ、「建築Ｎｏ.1」企業として
世界のお客様と地域社会に
最良の作品とソリューションを届けます。

社会環境やお客様のビジネスの変化に応じた
リニューアルを提案し、快適な空間を届けます。

最先端の建設技術とともに、省エネ、高齢化、自然災害等の課題に向き合い、
スマートで安全なビジネス環境、居住環境を描き、実現します。

時代が求める土木技術を通じ、
人々の安全・安心を支える
強い社会基盤をつくり、
地球環境と共生する
「グリーンインフラ」の
構築を目指します。

リサーチ・企画・提案

インベストメント

不動産・
開発

土 木

ファシリティ
マネジメント  

建 築
設計施工

まちのライフサイクルの
企画・計画、建設、維持運営

リニューアル

2023年3月
取締役社長

新型コロナウイルス対策とともに世界各地での地
政学的な緊張関係の高まりや環境問題への取り組
みなど、我々が直面する課題はさらに広がり、解決
までの道のりも厳しさを増しています。
当社は様々なまちの課題を共有し、まちの高度化
と多様化という観点で、豊かなまちを実現するた
めのしなやかな取り組みを進めてまいります。

豊かなまちを実現するために

成長戦略 会社情報重要課題（マテリアリティ）事業活動
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● 環境との調和
当社は、サステナブル社会の実現のために1992年に地球
環境憲章を制定して以来、 環境コンセプトに基づいた環
境建築の取り組みを中心とした活動を進めてきました。
ＴＣＦＤ提言への賛同やＳＢＴ認定取得などを通じて、気候
変動が当社グループの事業に及ぼすリスクや機会を分
析・把握するとともに、それらの対応について、情報開示
に努めていきます。これからも健康・快適で豊かに暮ら
せる社会、脱炭素社会、資源循環社会、自然共生社会を
目指して、ステークホルダーとの対話を通じてまちの課
題を共有・解決していきます。

● 働き方・生産性改革
建設業界の喫緊の課題である働き方改革や技能者の不
足、改正労働基準法等への対応に向けて、デジタル技術
を活用することで、“ものづくり”の大幅な生産性向上や
事業運営の効率化による生産性改革を進めています。

● 持続可能な建築・まちづくり
当社が目指す「まちづくり総合エンジニアリング企業」
の中核的な役割を担う「まちづくり戦略室」を中心に
「MACHInnovation®（マチノベーション）」と名付けた

活動を進めています。多様なステークホルダーとの協業
や「まち」の課題への取り組みを通じて持続性のある社会
への変革に貢献していきます。

竹中工務店について

中でも、生産活動全般にわたる業務改革である 「竹中新
生産システム」やBIM（Building Information Modeling）
の展開などによって徹底した業務のデジタル化を図り、
事業に関わる全てのデータを 「建設デジタルプラット
フォーム」として一元的に蓄積しています。
こうしたデータをＡＩ等を用いて高度に利活用することで、
事業の効率化とともに、社会とお客様への新たな価値創
造を進めていきます。
今後スマートビル実現や建設ロボット管理のプラット
フォーム等との連携を深め、建設事業から施設運営に至
るトータルな展開を進めるとともに、将来的には地域社会
における様々なデータプラットフォームとの連携を図り、
新しい建築とまちづくりサービスの創出を目指します。

木のまちづくり
都市での木材利用促進

持続可能な森づくり
エコロジーとエコノミーの両立

木のイノベーション
森林資源の新しい使い方 森の産業創出

ひとと資金の新しい流れ

耐火集成材
「燃エンウッド®」

生物多様性保全活動 

木質バイオマス発電

高層木造建築モデル 
Alta Ligna Tower

社長メッセージ

成長戦略 会社情報重要課題（マテリアリティ）事業活動
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北海道厚真町
厚真にぎわい会議

埼玉県小川町
森林グランドサイクル
石蔵コワーキングロビーNESTo

東京都江東区
イーストベイ構想
東陽・新砂地区運河ルネサンス協議会
アーバンワイナリー

島根県雲南市
ソーシャルチャレンジバレー
健康なコミュニティ 大阪府大阪市

エリアマネジメント
（御堂筋、大阪ビジネスパーク、中之島）

長野県塩尻市
森林グランドサイクル
奈良井宿（重要伝統的建造物郡保存地区）
古民家改修プロジェクト

https://www.takenaka.co.jp/enviro/environmental-concept-book/pdf/environmental-concept-book.pdf
https://www.takenaka.co.jp/library/booklet/pdf/machinnovation.pdf
https://www.takenaka.co.jp/solution/shinseisan/concept.html
https://www.takenaka.co.jp/solution/shinseisan/concept.html
https://www.takenaka.co.jp/news/2021/12/01/
https://www.takenaka.co.jp/news/2021/12/01/


竹中工務店について

建設

サービス
• ファシリティマネジメント
• 設計・エンジニアリング
• PM/CM
• 不動産・開発

新たな価値を創る
• 建設技術の研鑽
• サービスの領域拡大と質的な向上
• 新たな事業領域への挑戦

竹中工務店
竹中土木
竹中道路
朝日ビルド
東京朝日ビルド
TAKイーヴァック
TAKリビング
朝日興産

アサヒ ファシリティズ
TAKシステムズ
TAKエンジニアリング
TAK- QS
クリエイト・ライフ
TAKキャピタルサービス
アステム
ＴＡＫホスピタリティ京都
現地法人

• 建築　 • 土木
［新築／リニューアル］

社会とお客様にとって
最良のパートナーに

当社では、グループの力でまちのライフサイクルに沿っ
た総合エンジニアリング力を発揮していくために、建設
技術とサービスが融合したソリューションを生み出してい
くことを目指しています。時代とともに様々に変化してい
く社会課題に対して、求められる価値は一様ではありま

持続的かつ健全な企業活動を目指すうえで、当社では
「品質経営」を基本的な姿勢としています。

これは価値・行動をお客様の立場におき、「作品の質」、
「サービスの質」、及び「業務の質」のレベルアップを図る
ことにより「経営の質」の向上を目指すものです。
創業以来、掲げてきた「棟梁精神※」を絶やさず、信用第一、

せん。グループ全体で、多岐にわたる専門性と技術力、
マネジメント力を発揮できるよう、経営資源の強化・拡充
と人材・技術・ＩＣＴなどへの投資を進め、社会とお客様に
とって最良のパートナーを目指します。

ありたい姿の概念

品質経営の基本姿勢
社会価値を重視し、組織的な改善にとどまらず、社会とお
客様の変化に追随し、永続的な改革を行っていきます。
この結果、お客様からの満足と社会からの信用を得て、
常に新しい環境を創造していく存在となることができる
と確信しています。

日経品質管理文献賞賞詞

※誠心誠意、力を尽くして建築主の信頼に応える工匠の心

書籍「品質経営」の表紙

社長メッセージ

成長戦略 会社情報重要課題（マテリアリティ）事業活動
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竹中工務店について

２０２５年までの成長戦略とともに、より中長期的なマイ
ルストンとして２０３０年に目指す姿を設定しています。
２０３０年はＳＤＧsのゴールであるとともに、2050年の
カーボンニュートラルに向けた取り組みの中間地点とし
ても捉えています。
グループのコア事業である建設事業を中心に持続的な
安定経営を図り、海外建設事業、開発事業に加え新規・

２０２２年までの３か年を振り返ると、新型コロナウイルス
の感染拡大による社会経済への影響をはじめ、地政学的
な緊張感の高まりやサプライチェーンの混乱など、企業
をとりまく環境が大きく変化しました。
事業面では当社も少なからず影響を受けることとなり、
新３か年計画のスタートに際しては足元の経営基盤強化
を進めていきます。
また、2023年は成長戦略のＳＴＥＰ４で掲げる「社会とお
客様にとって最良のパートナーに」をテーマとした取り組
みの初年度にもなります。
脱炭素をはじめとした環境への取り組みに際しても、社
会とお客様からの建設業に対する期待は非常に高いも
のがあり、建物をつくる以上の知見と技術が求められて
いると認識しています。
従来から取り組んできた森林資源と地域経済の持続可
能な好循環を目指す 「森林グランドサイクル®」の活動

サービス事業の充実を図っていきます。
また、事業目標と合わせて人権尊重とコンプライアンス
の遵守に基づいた非財務系目標の達成のために、今後も
従業員が心身ともに健康で活躍できる環境を整え、従業
員満足度をはじめ、平均総労働時間、ガバナンスの強化、
作業所閉所などのKPIを達成し、健全な企業活動を推進
していきます。

のように、「まちづくり」に関わるうえで当社グループが発
揮できる専門領域を有機的に結びつけたソリューション
力を高めていきます。

中長期的な戦略に向けて

新３か年計画のスタートに際して

STEP3
2020~2022

国内建設 ：

海外建設 ：

開発事業 ：

新規・サービス事業 ：

12,400億円

2,300億円

700億円

820億円

建築11,400（RN3,000）/土木1,000

建築2,200/土木100

5段階評価

従業員満足度調査 ：

平均総労働時間 ：

ガバナンスの強化 ：

作業所閉所 ：

4.0以上

1,900時間

法令違反 0件

4週8閉所 100%

2030

2030年
16,200億円連結売上高マイルストン

14,000人グループ
従業員数

2022年 13,754億円連結売上高

13,278人グループ
従業員数

2030

READY TO JUMP

GROUP POWER

CHALLENGE

BEST PARTNER

STEP1
2014~2016

STEP2
2017~2019

STEP3
2020~2022

STEP4
2023~2025

安定経営を確保し
飛躍に備える

グループ全体の力で
社会に価値を提供する

新たな事業領域に
チャレンジし結果を出す

社会とお客様にとって
最良のパートナーに

社長メッセージ

成長戦略 会社情報重要課題（マテリアリティ）事業活動
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建築生産プロセス改革

竹中工務店について 成長戦略 会社情報重要課題（マテリアリティ）事業活動

建築生産プロセス改革

竹中新生産システムによる新しい働き方

現在までの活動と今後の目標
• 2024年４月の改正労働基準法（時間外労働の上限規制）の建設業への適用が目前
• 2020年から取り組んだ竹中新生産システムはオフサイト化などの取り組みにより、技能労働者の生産性向上に

着実に寄与
• BIMをはじめとするデジタル技術で生産性向上効果の高い取り組みを展開し、働き方改革につなげていく
• データに基づくデジタルプロセス管理がもたらす品質向上、進捗の見える化、共同タスク管理など、新たな建設

プロセスが生み出す価値を高め、お客様事業に貢献する

深刻化する建設技能者不足、建設業
における時間外労働の上限規制、社
会のデジタル化などの環境変化に
対し、 「働き方改革」と「建築生産プ
ロセスを通じた新たな価値創造」を
めざし、竹中新生産システムとして
生産性向上を軸とした建築生産プロ
セス改革に取り組んでいます。

竹中新生産システムの取り組み
次世代の建築生産システムとして目指す姿

1. 施工計画のつくり込み
2. オープンBIM方式での効果的な

生産準備とBIM活用
3. 現地工数の削減をめざしたオフ

サイト化
4. デジタル施工技術の展開

新生産システムでは、４つの業務プ
ロセスの展開を柱 とし、当社のデジ
タル基盤である 建設デジタルプ
ラットフォームを介したデータ共有・
活用により、生産性向上に つなげて
います。

新生産システムの４つの業務プロセスとデジタル基盤

４つの業務プロセスの解説は
ホームページ 「新しい建築生産のかたち」を

ご覧ください。

お客様事業
への適合

計画内容の
見える化

進捗の見える化
確実な品質・工程 データ活用

生産性向上
効果のスパイラルアップ

1．施工計画の作り込み
4. デジタル施工
　 技術の展開

試算・概算シミュレーション

最適構工法＆
施工技術パッケージ

2．オープンBIM方式での
　効果的な生産準備・BIM活用

3．オフサイト化
   （現地工数削減）

基本
計画

基本
設計

詳細
設計

生産
準備 施　工

データ活用・実績フィードバック
業務システム 施工系アプリ

建設デジタル
プラットフォーム

データ
ベース

新生産システム
次世代建築生産への変革

● 高効率・省人化工法の展開
● BIMを軸とした業務フロー
● 従来業務の削減・デジタル化

背景 目指す姿

施工生産準備

工
数（
時
間
）

現地作業削減BIM

着工迄の
課題解決

建築技能
労働者の不足

労働工数削減
（稼働日減少分）

2024年4月～
時間外労働
上限規制

ワークスタイル変化
テレワーク・リモート

デジタル社会
脱炭素

BIM活用 ➡ 生産性向上

オフサイト化

4週8閉所
時間外労働削減
（改正労基法適合）

生
産
性
向
上

働
き
方
改
革

先端技術による
労働環境改善

デジタルツイン
（バーチャル空間
での課題解決）

建
設
業
の
魅
力
向
上

新
た
な
価
値
創
造
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竹中工務店について 成長戦略 会社情報重要課題（マテリアリティ）事業活動

オープンBIMの展開とその先へ
BIMを展開し生産性向上を図るには、設計者・施工者・協力会社がニーズに応じたBIMソフトを活用することが不可欠で
す。当社は、特定のBIMソフトに依存しない国際的な標準フォーマットであるIFC形式での共有・調整を軸とした「オープ
ンBIM」を展開しています。次のステップとして建設プロセスに関わる構造化されたデータによるデータ駆動型の設計施
工（D3B：Data Driven Design Build）、そしてその先の建設事業全体のデジタル変革（建設DX)へつなげていきます。

建設機械の高度化、ロボット技術による労働環境改善
建設技能労働者の減少や労働環境改善の課題に対し、業界連携を主導
し、高度な建設機械の開発・展開による生産性向上に加え、遠隔操作な
どリモート型の労働環境の創出など将来に向けた最先端の技術開発に
も取り組んでいます。

CDE※（共通データ環境）によるBIMとデジタルデータを軸にした次世代型の施工管理
プロジェクト関係者間で工事期間中のデータ共有・タスク管理を行うCDE（共通データ環境）を設定。BIMを含めたデー
タを管理・活用できるCDEとして StreamBIMを展開し、従来の紙ベースの業務から脱却。関係者間での最新情報共
有と各種管理業務の大幅な生産性向上を実現しています。
※CDE：Common Data Environmentの略称（ISO 19650より）

BIMとつながるロボット
「建設ロボットプラットフォーム」では、BIM上

で設定した移動経路情報を元にロボット用の地
図が作成でき、様々なロボットの遠隔操作が可
能となります。

「カーテンウォーカーEV」（外装材取付機）

CDEの要件
●クラウド環境
●様々なデータを扱える高い汎用度
●高いセキュリティー
●プロジェクト情報管理機能
●タスク管理機能

StreamBIＭの特徴
最新のプロジェクト情報とタスクを
連携させてプロセス管理が可能

CDE（共通データ環境）としてStreamBIMを活用 CDEにおけるペーパーレス検査

「TawaRemoⓇ」（遠隔でのクレーン操縦）

施工記録とBIMの連動

オープンBIMによるモデル連携フロー 施工現場でのモデル活用 オープンBIM ～D3B ～建設DXへ
BIMソフトに依存しないIFC形式で重ね合わせ、
整合調整したモデルを各工程で活用

BIMクラウドプラットフォームの
StreamBIＭを活用し、
納まり確認や進捗管理を実施
● BIM（IFC)及びPDF情報を確認
● 進捗記録等のタスク管理を実施

製作モデル

BIM連動加工機
IFC
形式

建
築

構
造

設
備

鉄
骨

外
装 •••

設
備

オープンBIM
●BIM業務スタイル確立・展開
●データ共有と蓄積

建設DX
●事業と業務プロセスの
　デジタルツインによる
　新価値創造

D3B
●DB化されたBIMデータと
　構造化された関連データが連携
●PJ一貫のデータライフサイクル構築

施工モデル（全体）
協力会社モデル

設計モデル
デ
ー
タ
高
度
活
用
に
よ
る
付
加
価
値

現在 2025～

重
ね
合
わ
せ

IFC
形式

重
ね
合
わ
せ

ゼネ
コン

FM

設計者

協力
会社

監理者サブ
コン

建築主

職人

建設ロボット
プラットフォーム

建築生産プロセス改革
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建物に求められる機能は高度化、多様化しています。
「サステナブル・ワークス ®」「総合力から生まれるデザイン」「魅力再生 ®」などに
持続的に取り組みながら、建築の新たな価値創造にチャレンジしています。

お客様の想いをかたちに

建築

WITH HARAJUKUは街全体を未来に向けて再生していく持続的な再開発です。
近傍地域とも連携しながら、WITH HARAJUKUを核に周辺の裏原宿側の
街区へ、さらなる人の流れや緑のネットワークを生み出し、街の価値を高める
取り組みを継続的に進めています。明治神宮と表参道・竹下通りの間の立地
を活かした自然と融合する快適な建築により、原宿駅前の新たな公共空間と
魅力的なストリート文化を創出します。

設計：竹中工務店＋伊東豊雄建築設計事務所
施工：竹中工務店（2020年）

WITH HARAJUKU
街の回遊性を生み出し、魅力的なストリート文化を活性化

建築

サステナブル・ワークス®

竹中工務店について 成長戦略 会社情報重要課題（マテリアリティ）事業活動

13   TAKENAKA Corporate Report 2023



WITH HARAJUKU
店舗、レストラン、コワークスペース、多目的ホール、集合住宅が立体的に構成された複合施設です。原宿駅前通り
から竹下通りの側道に抜ける半外部の公共通路パサージュが竹下通りに集中する人の流れのバイパスとなり、
オープンテラスや路地的空間が樹木の幹から枝葉のように立体的に周辺の街へ展開し、行き交う人々の流れを
シームレスに結びつけます。

歴史ある明治神宮に対面する木の
ファサード（地産地消、CO2削減）
全長75mの高層棟は、明治神宮の奥
深い杜や、原宿駅の旧木造駅舎の歴
史的資産に呼応すべく、肉厚の国産天
然木を格子状に織り込んだ彫りの深い
格子テラスの外装としました。日本の
伝統的な木造建築の繊細さと力強さ
を表現しました。

「源氏山」を再生した
緑のネットワークの構築
源氏山と呼ばれたかつての地形を再現
する段状の屋外テラスを設け、明治神
宮や原宿の街の眺望点や憩いの場を
創出しました。
市街地開発で失われてきた東京特有
の斜面地の緑を取り戻し、明治神宮か
ら裏原宿側の東郷神社へと連なる緑を
形成しました。

多様な活動が表れる屋外テラス

各階のテラスは店舗に面して、店舗の
にぎわいを外へにじみ出すとともに、季
節・時間に応じ多様な活動の場となっ
ています。周辺地域のストリートからの
来街者と施設の利用者、集合住宅の居
住者が集い、様々な出会いやイベント
の舞台として活用されています。

地域特有の緑と生態系を育む緑

植栽は地域の在来種を基本とし、四季
折々の魅力となる様々な落葉広葉樹を
各階の屋外テラスの道行きに沿って配
置しました。多様な植栽によって利用
者が緑を身近に感じることができ、鳥
類や生き物の生態系ネットワークの形
成に資する緑となります。

ストリート文化を再生する
歩行者空間「パサージュ」の創出
パサージュ（施設を貫通する半屋外の
立体的な歩廊空間）により、周辺街路
と接続し、公共的な歩行ネットワーク
を形成しました。
光・風が通り抜けるパサージュと屋外
テラスの連続した緑により、都市の中
で自然を感じ、回遊性や休憩の場所を
創出しました。

心地よい風を周辺街区に導く
オープンテラス
明治神宮の杜からの冷涼な卓越風が
パサージュや屋外テラスの緑を通過
し、周辺街区へと通り抜けることで、周
辺街区の気温を下げる効果がありま
す。建物から発する輻射熱を抑制し、
ヒートアイランド効果の抑制につなげ
ています。

サステナブル・ワークス®

建築

竹中工務店について 成長戦略 会社情報重要課題（マテリアリティ）事業活動
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建築

内部はCLTパネルによる壁とスリムな木質部
材の外装により、木のぬくもりと開放感のあ
るワークプレイスを生み出しています。

集成材で支持したダブルスキンが環境負荷を
低減しつつ、外部からも木を感じられるように
なっています。

１階は池に囲まれており、来館者を水景と木で
迎え入れる場としています。

総合力から生まれるデザイン

バイオマスプラント事業を有するボ
イラー・プラントメーカーの本社研
修・事務所です。環境配慮事業を推
進するという理念を体現するために
木材をふんだんに活用した都市型
木造オフィスを通じて木材の循環に
寄与するとともに街に木のぬくもり
を表出しました。

タクマビル新館（研修センター）
”ウッド・チェンジ”の可能性を追求した都市型耐火木造オフィスの実現

設計施工：竹中工務店(2020)

建築

竹中工務店について 成長戦略 会社情報重要課題（マテリアリティ）事業活動
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大丸心斎橋店本館
創建当初の姿を留めるシンボル的外壁を保存再生
意匠的価値の高い内装部位は再利用し、店舗空間を復原。
J.フロント リテイリングのESG推進フラッグシップ店舗として「再生可能
エネルギー100％使用」など低炭素・循環型社会への取り組みを行い、
2020年度のCO2排出量は建替え前の2015年比で約7,000t-CO2の
削減を達成しています。

MIPIM Asia Awards 2020　SILVER AWARD
第62回BCS賞

原設計：ウィリアム・メレル・ヴォーリズ（1922 Ⅰ期～1933 Ⅳ期）
施工：竹中工務店（1922 Ⅰ期～1933 Ⅳ期）
基本設計・監修：日建設計（2019）
実施設計・監理・施工：竹中工務店（2019）

魅力再生®

建物は私たちの生命や財産を守る器であり、社会全体の資産です。 「魅力
再生®」は、時を経た建物の機能や美観を回復させ、新たな機能を付加する
ことで資産価値や事業性の向上を目指しています。時代にそぐわなくなっ
た建物の機能や性能の向上、歴史的意義をもつ建物の保存・再生、用途変更

（コンバージョン）によるレガシー活用など、多様化・高度化するニーズに
設計力・技術力で応えることで持続可能な社会の実現に貢献しています。

堀ビル／GOOD OFFICE新橋
歴史を継承し、未来にひらく
1932年創建の登録有形文化財を当社がマス
ターリースし、イノベーションを促すシェアオ
フィスに改修しました。創建時の空間性や経年
の味わいに現代的な設備や家具を合わせ、事
業とデザインと技術で建物の価値と魅力を最
大限に活かす再生事例です。

日本空間デザイン賞2021
ショートリスト入賞、サステナブル空間賞受賞

原設計：小林正紹、公保敏雄
改修設計・改修工事：竹中工務店（2021）

立誠ガーデン ヒューリック京都　
未来につなぐ新たなまち
1869年に京都の木屋町に開校した旧立誠小学校の跡地活用の計画です。高瀬川に面する旧校舎をゲ
ストルームに改修し、その背景となるよう増築棟を配置しました。外観を調和させた増築棟の最上階に
は、東山を一望できるロビー、テラスを設けています。グラウンドであった「立誠ひろば」は、高瀬川に開
かれ、これまで同様に地元の祭りや運動会が催されるなど、ゲストと地域の人が交わり新たな賑わいが
生まれることを目指しました。

第32回BELCA賞
設計：竹中工務店　施工：竹中工務店JV（2020）

建築

竹中工務店について 成長戦略 会社情報重要課題（マテリアリティ）事業活動
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中国竹中（2003年～）

ヤンゴン
（ミャンマー）

マレーシア竹中（1990年～）

上海

天津

広州

バンコク（タイ）

グルガオン

アーメダバード

クアラルンプール

バンガロール

ジャカルタ

シンガポール

サンフランシスコ

タイ竹中（1974年～）

インドネシア竹中（1974年～）

インド竹中（2010年～）

シンガポール事務所（1974年～）

ホーチミン
ベトナム竹中（2017年～）

竹中開発U.S.A.*（1993年～）
竹中カリフォルニア開発*（2016年～）
アメリカ竹中エンジニアリング（2018年～）

ニューヨーク

竹中開発U.S.A.*（1993年～）
竹中リアルティNY*（2016年～）

*印の拠点では開発事業を行っています

竹中ハワイ開発*（1993年～）
ホノルル

竹中シアトル開発*
シアトル

海外

長い歴史をもつ当社の海外活動は、1960年のアメリカ進出をきっかけに本格化し
現在では世界各地にネットワークを広げています。
海外進出を目指す日本企業、各国公的機関や現地企業などをお客様に、国際空港から
超高層オフィス・ホテル・工場・商業施設など、多彩なプロジェクトを手掛けてきました。
設計施工はもとより、技術支援・コンサルティング業務など、活動範囲も多岐にわたっています。
海外の主な営業拠点を掲載しています

お客様のグローバルな事業活動をサポート

イオンモール ジャカルタガーデンシティ（201７ インドネシア）

無錫村田電子有限公司第二工場(2020 中国）

■ アジア／ ■ 中国
タイ、シンガポール、インドネシアでは拠点設立から48年、
マレーシアは32年、中国は19年、インドは12年目を迎
えました。2017年にはベトナムに拠点を設立し、現在8
か国で展開しています。中国を含めたアジア地域への駐
在員は約130名、ローカルスタッフは約1,600名が活動
しています。プロジェクトの規模や建築種別にかかわら
ず幅広く対応しています。

パシフィック センチュリー プレイス 
ジャカルタ（2017 インドネシア）

キャピタグリーン
（2014 シンガポール）

ヨーロッパ13カ国
アジア7カ国・中国

アメリカ

チャンギ空港 第４ターミナルビル（2017 シンガポール）

海外

竹中工務店について 成長戦略 会社情報重要課題（マテリアリティ）事業活動

17   TAKENAKA Corporate Report 2023



中国竹中（2003年～）

ヤンゴン
（ミャンマー）

マレーシア竹中（1990年～）

上海

天津

広州

バンコク（タイ）

グルガオン

アーメダバード

クアラルンプール

バンガロール

ジャカルタ

シンガポール

サンフランシスコ

タイ竹中（1974年～）

インドネシア竹中（1974年～）

インド竹中（2010年～）

シンガポール事務所（1974年～）

ホーチミン
ベトナム竹中（2017年～）

竹中開発U.S.A.*（1993年～）
竹中カリフォルニア開発*（2016年～）
アメリカ竹中エンジニアリング（2018年～）

ニューヨーク

竹中開発U.S.A.*（1993年～）
竹中リアルティNY*（2016年～）

*印の拠点では開発事業を行っています

竹中ハワイ開発*（1993年～）
ホノルル

竹中シアトル開発*
シアトル

■ アメリカ
当社はアメリカへ1960年に進出し海外事業の礎を築き
ました。現在は開発事業及びコンサルティング事業を
中心に活動しています。

ヨーロッパ竹中（1973年～）

竹中リアルティUK*（2013年～）
ロンドン（イギリス）

デュッセルドルフ
（ドイツ）パリ

（フランス）

ブリュッセル（ベルギー）

アムステルダム（オランダ）

バルセロナ（スペイン）

ミラノ（イタリア） ベオグラード（セルビア）

ブダペスト（ハンガリー）

プラハ（チェコ）

ブロツワフ（ポーランド）

ジリナ（スロバキア）

ブカレスト
（ルーマニア）

*印の拠点では開発事業を行っています

ヨーロッパ竹中は1973年にドイツ・デュッセルドルフに事務所を開設以来、2023年をもって50年
を迎えます。これまで多国籍企業の生産施設、オフィス、研究施設、
物流センターなど1,500以上の工事を手掛けてきました。グロー
バル企業のプロジェクトをも手掛け、高い評価を受けています。
今後も棟梁精神を源流とする当社の設計施工の強みを活かした
高い技術力を発揮するとともに、先端テクノロジーを積極的に
活用し、お客様のサポートに努めていきます。

ヨーロッパ竹中設立50周年を迎えます

■ ヨーロッパ
現在では13か国に展開する拠点で活動する約50名
の駐在員と約600名のローカルスタッフが連携し、
ヨーロッパ域内への進出を検討されているお客様を
支援しています。

Daimlerポーランドバッテリー組立工場（2020 ポーランド)

東レ ハンガリーバッテリーセパレータフィルム工場（2021 ハンガリー）

 「Supplier Excellence 
Awards」Gold Award 
表彰盾ジャガー・ランドローバースロバキア

新工場（2018 スロバキア）

ホテル日航サンフランシスコ（アメリカ)

海外

竹中工務店について 成長戦略 会社情報重要課題（マテリアリティ）事業活動
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開発

東京、横浜、名古屋、大阪都心部において当社は数々の都市再生プ
ロジェクトの企画や設計、施工を手掛けてきました。また、市街地再
開発事業やPPP/PFI事業、自社開発事業、まちづくり組織への参画
なども積極的に行っています。当社はまちづくりへの様々な取り組
みを通じて、国際競争力の強化、安全・安心の向上、環境共生など、
都市が抱える課題解決や新たなニーズへの対応に貢献しています。

［ 市街地再開発事業 ］　渋谷 パルコ・ヒューリックビル

設計施工：竹中工務店

まちづくりで新たな価値を創造する

高さ日本一の「あべのハルカス」と、近傍
に完成した広大な芝生広場をもつ公園
リニューアルプロジェクト「てんしば」は、
周辺エリアに大きなインパクトをもたらし
ました。いずれも当社で企画支援、設計・
施工したもので、エリア全体の集客と魅力
の向上に貢献しています。

詳細はこちら

西日本最大のターミナルに位置する百貨
店･オフィス･カンファレンスホールの複合
施設です。道路上空を活用して隣接する2
つの街区のビルを一体的に建替えるととも
に､ 歩道やデッキなどの周辺公共施設整
備を行いました。当社は実施設計､各種申
請､ 施工､ 企画支援と、本開発の周辺地
域のエリアマネジメントを担っています。

横浜市の行政・議会機能に加え、文化
芸術事業などが行えるアトリウムを備える
新市庁舎です。設計・施工者として基本設計
から参画し、開かれた市庁舎と新たな都市
景観の創出に取り組むだけでなく、ワーク
ショップやシンポジウムなどにより、市民の
関心向上や地域貢献活動を行いました。

あべのハルカス・てんしば大阪梅田ツインタワーズ･サウス横浜市役所

設計・監理：竹中工務店・槇総合計画事務所
 NTTファシリティーズ
施工：竹中工務店（JV） 基本設計：日本設計

設計施工：竹中工務店
あべのハルカス
設計・監理：竹中工務店
外装デザイン：竹中工務店＋ペリクラーク ペリアーキテクツ
施工：竹中工務店（JV）
てんしば
設計施工：竹中工務店

渋谷の魅力向上に資する新たなタイプの都市再生特区提案の支援、特定業務
代行者として再開発事業の推進、設計・施工、エリアマネジメント運営支援な
どを行いました。まちの界隈性を建物外周部に立体街路として取り入れ､個性
的な店舗や劇場､事業化支援施設、オフィス、広場などを有機的に連携させ、
ファッション・アート・演劇文化の育成・情報発信拠点として、まちづくりに貢献
しています。 詳細はこちら

開発

竹中工務店について 成長戦略 会社情報重要課題（マテリアリティ）事業活動
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当社が東京・大手町で
手掛けている開発事業プ
ロジェクトです。利便性
の高い立地条件を備え、
大規模改修工事により、
快適なビジネス環境を
提供しています。

うめきた開発

グランフロント大阪（1期） うめきた２期地区
（2024年夏頃 先行まちびらき、2027年度 全体開業）

大手センタービル

設計施工＝竹中工務店

米国サンフランシスコ市
金融街の中心部に建つ
本物件は、ランドマーク
指定を受けた部分の保
存・耐震改修を含む全面
リニューアルという当社
の特性を活かした「Value 
Add」型プロジェクトです。

400/430 California
JR大阪駅の北側で、１期（グランフロント大阪）・２期（うめきた2期地区）を合わせて
区域面積24ha、総延床面積100万m2を超えるまちづくりを進めています。当社は
企画・設計・施工の役割に加え、共同事業者として開発に参画しています。

先行開発区域約7haで、延床面
積約57万m2の大規模複合開発
です。2013年に竣工しました。

詳細はこちら

開発事業者が、中央の都市計画公園（4.5ha）と民
間宅地を一体的に整備・開発・運営する新しいま
ちづくりプロジェクトです。

基本設計：日建設計、三菱地所設計、
　　　　　NTTファシリティーズ
実施設計：日建設計、三菱地所設計、
　　　　　NTTファシリティーズ
　　　　　竹中工務店、大林組
施工：竹中工務店（JV）

設計：（南街区賃貸棟）三菱地所設計、日建設計、竹中工務店、大林組
　　  （北街区賃貸棟）日建設計、竹中工務店
　　  （北街区分譲棟）竹中工務店、日建ハウジングシステム
施工：竹中工務店（JV）

1期
2期

［ ＰＰP/ＰＦＩ事業 ］ ［ 国内開発事業 ］
名古屋市国際展示場（ポートメッセなごや） 第１展示館

本事業は、施設の老朽化と、MICE誘致における都市間
競争に対応するため、名古屋市が新たに第1展示館の整
備・維持管理をするPFI事業者を募集したものです。当社
は代表企業として2018年に当選を果たし、2022年10
月に開業しました。金城ふ頭駅から当施設を経て他の施
設へつなぐ歩行者ネットワークの整備や、金城ふ頭地区
における新たなランドマークとなる特徴的なデザインに
より、まちづくりにも貢献しています。

設計施工：竹中工務店　インテリアデザイン：トニーチー＋竹中工務店
作庭：北山安夫

設計：久米・竹中設計共同体　監理：久米設計　施工：竹中工務店

完成予想パース

京都東山計画（山荘 京大和・パーク ハイアット 京都）

当社の自社開発として、開発から設計･施工・運営まで一
貫して手掛けたプロジェクトです。2019年10月、京都の
街と八坂の塔を同時に望むことができる絶好のロケー
ションに、70室のラグジュアリーホテルが誕生しました。

「山荘 京大和」が引き続き料亭事業を行う歴史的建築
物や庭園などを保存・復元することで、伝統と新しい文化
を融合させてきた京都らしさを取り入れました。

詳細はこちら

※アンダーラインの物件は、SPCなどへの事業参画及び自社開発としての取り組みです

開発

竹中工務店について 成長戦略 会社情報重要課題（マテリアリティ）事業活動
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エンジニアリング

近年、巨大地震や火山の噴火、台風や豪雨に伴う水害、
パンデミックなどを背景に、レジリエンスへの関心が
高まっています。当社はお客様や社会のニーズへの対
応を強化するため、2022年3月にエンジニアリング本
部内にレジリエンスソリューション推進室を設置しま
した。専門部門が、自然災害や感染症、犯罪など様々な
リスクに対して、BCP（事業継続計画）の策定・見直しか
ら、具体的な対策の策定・実施、従業員の教育・訓練ま
でワンストップでサポートします。当社は、レジリエン
スソリューションを通じて、お客様やまちの安全・安心
に貢献します。

レジリエンス ソリューション

市場変化に追従したスピーディーな対応、高度な建物環境、様々な安全・安心が求められています。
当社は、お客様のニーズに対し、企画段階から計画・設計・施工・アフターケアまで
トータルエンジニアリングでお応えします。

お客様の課題に最適なソリューションを

BCPサービスとレジリエンスへの取り組み

様々な災害に対応したソリューション

あらゆるフェーズでお客様のパートナーに

レジリエントな
企業・組織・社会へ

お客様

初期段階でも
アドバイザリー

最新の
設計施工技術

災害対応の
知見をご提供

全国ネットの
確実な支援体制

地域貢献にも役立つ
技術・施設

ＢＣＰの
策定・見直し

ＢＣＰ対策の
計画・実施

教育訓練で
組織に定着

実際の災害での
初動・復旧対応

ＢＣＰを通じた
地域・社会貢献

竹中工務店
の支援

発災

エンジニアリング

竹中工務店について 成長戦略 会社情報重要課題（マテリアリティ）事業活動

「燃エンウッド®」と「T-FoRest®」に、新たな木質構造技術 ｢KiPLUS®｣を加え、豊富な木造ソリューションによる中高層
木造建築の推進を通じて、お客様の環境経営とサステナブル社会の実現に貢献します。燃エンウッドは国土交通大臣が
認定する耐火構造部材（３時間）を新たに取得し、15階建て以上の建物の木造化を可能にしました。また「燃エンウッドの
公共工事への技術供与」の取り組みにより「水戸市民会館」が竣工しました。

木造・木質建築

噴火降灰対策支援の
フロー

降灰リスク評価

対策案提示

対策の実施
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５大ドームをはじめとするスタジアムやコンサート会場などとしても利用されるアリーナまで、当社は数多くのスポーツ・
イベント施設を手掛けてきました。豊富な実績に裏付けられた様々なソリューションで、施設の構想から建設、リニュー
アル、さらには周辺のまちづくりまで、「スポーツ・イベントをする・みる・ささえる」視点でお客様をサポートします。

ロボットを活用する魅力あるまちづくりを目指していま
す。現在は、ロボットを利用した建物の機能高度化を進
めており、この技術やノウハウを未来のまちづくりに展開
し、デリバリーサービスや警備・清掃支援など様々なシー
ンで新しいサービスを提供します。

国のデジタル田園都市国家構想を先導するスーパーシ
ティ。その実現のために当社は、産官学一体の取り組み
である内閣府調査事業に参画しています。区域指定を受
けた大阪府・市の「夢洲プラットフォーム構築」では、当社
をはじめ建設会社が保有するデータを集約活用、オンデ
マンドバス・貨客混載輸送実証実験、非接触充電ドロー
ン活用による車両滞留見える化などに挑戦しています。

時代とともに歩むスタジアム・アリーナ

建物とロボットサービス

スーパーシティへの挑戦

建物とロボットサービス

パロマ瑞穂スタジアム

 スーパーシティ実現に向けた様々な実証実験

エンジニアリング

竹中工務店について 成長戦略 会社情報重要課題（マテリアリティ）事業活動

スマートビルソリューションと
エネルギーマネジメント
「ビルコミ®プラス」はスマートビル実現のためのパッ

ケージ技術です。当社が開発したクラウド型のデータプ
ラットフォーム「ビルコミ®」に、環境の変化を測る「IoTセ
ンサーネットワーク」、拡張・選択性のある 「ファシリティ
メニュー」、利便性を高める「アプリメニュー」を追加し、
設備機器を更新することなくソフトウェアのアップデート
で、建物機能を高めることができます。
また、分散電源のマネジメントシステム「I.SEM®」や小型
直流統合電源「MSEG®」の導入により、再生可能エネル
ギーの有効活用やVPP（バーチャルパワープラント）へ
の対応、停電などに備えたBCP対応力の強化などに貢献
します。

各種IoTセンサー・IoT機器
ビーコン

画像
センサー

環境
センサー

ロボット 床吹出口

ビル情報 「MSEG®｣

ファシリティメニュー アプリメニュー

IoTセンサーネットワーク

ビルコミ®

外部
サービス

気象情報
災害情報

空調
換気
照明
etc

屋内測位
屋外測位

データプラットフォーム

クラウド制御

クラウド制御

ビル設備情報
クラウド制御

センサー情報

ビル設備＋センサー情報

太陽光発電

電気自動車

PCS

蓄電池

AC
DC

・ 環境可視化コンテンツ
・ 設備可視化コンテンツ
・ 設備制御コンテンツ
・ ビルインフォメーション

・熱源AI 制御
・VPP制御 (I.SEM®)
・照明制御
・自然換気制御
・空調制御
・ビル管理　etc
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技術開発

社会情勢は目まぐるしく変化しており、お客様のニーズはますます多様化・高度化しています。
当社は建設基盤領域に留まらず、地球環境の保全や明るい未来の実現に応える
社会課題の技術開発にも積極的に取り組んでいます。

社会課題に迅速に対応する技術開発
技術の進歩は目覚ましく、建設基盤領域を超えて拡大し
ています。当社はオープンイノベーションを積極的に取
り入れ、最先端の技術開発を加速しています。この動き
をより鮮明とするべく、世界に開かれた技術開発を狙い
とする「竹中オープンラボ機構」を構築しました。本機構
は、建設基盤技術、環境･社会、未来･先端の3つの研究
部からなる竹中技術研究所を「中核機能」と位置づけて
います。国内外に設置した技術開発拠点COT-Lab®など
の「内環機能」、産官学連携などをあわせて、様々な形態
での技術開発を推進しています。
また、オープンイノベーションによる技術開発は、進捗度
合に応じて「技術探索」、「共創企画」、「共創実践」の3つの
フェーズに分類して推進しています。

フェーズ１：技術探索ー世界の社会動向を踏まえ
た先進技術を調査・収集
シリコンバレーを拠点とする探索に加え、欧州・アジア圏
での活動も開始しました。

事例1：COT-Labシンガポールを開設
海外初となる 共創拠点COT-Labシンガポールを開設
しました。オープニングセレモニーには政府機関、大学、
建設業界などから100名以上が参加し、環境保全やウェ
ルビーイングなどについて話し合いました。

事例2：エコシステム構築に向けた仲間づくり
断熱性の高いガラスパネルや天然素材の土固化技術な
どを核とした異業種とのワークショップ「みんなで考える
ミライの暮らし」の主催をはじめ、社会のニーズを敏感に
察知する当社独自の情報ネットワークを築いています。

サステナブル社会に技術で貢献

竹中オープンラボ機構

COT-Lab シンガポール　オープニングセレモニー

COT-Lab 新橋　共創活動

ワークショップの様子

技術開発

竹中工務店について 成長戦略 会社情報重要課題（マテリアリティ）事業活動

竹中技術研究所　開発技術ディスカッション
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フェーズ２：共創企画－組織や場所に捉われない
柔軟な取り組みで技術開発を加速
建設業界の垣根を超えて多様な企業、教育・研究機関、
官公庁と連携するとともに、様々な場所で共創活動を繰
り広げています。

事例１：東京大学と社会連携講座を開設
産学共創活動の一環として社会連携講座「サステナブル
なまちの創生」を開始しました。
当社の豊富なまちづくりの実績と東京大学の卓越した学
究知を融合し、脱炭素やウェルビーイング、安全・安心な
ど、様々なまちづくりの課題に対する解決策を創出し、社
会実装を目指します。

事例２：CO2を“活かす”革新的コンクリート
「コンクリートでCO2をマイナスに。」をテーマに、民間
企業、大学、研究機関、合わせて55の組織からなるコン
ソーシアム 「CUCO（クーコ）」を立ち上げました。
当社は幹事会社の一社として、国のグリーンイノベー
ション基金事業を活用し、コンクリートにCO2を固定化す
る独創的かつ革新的な技術開発を推進しています。

フェーズ３：共創実践－社会に貢献する実効性の
高い技術に昇華・結実
異業種の企業や大学などの知見も積極的に活用し、社会
の要請に応える実践的な技術を迅速に開発、建物やまち
に実装しています。

事例１：汚染土地を再生し、持続可能なまちづくりに貢献
温促バイオ®は、揮発性有機化合物（VOCs）で汚染さ

れた土壌を温めることで、微生物による分解を促進し、短
い期間で確実に浄化する技術です。
大規模な掘削が不要なためコストとCO2の削減にも有効
です。

事例２：外壁タイルの浮きを簡易に調査・判定
スマートタイルセイバー®は、打診や赤外線照射に代わ

る外壁タイルの調査技術です。足場が必要または赤外線
が届きにくい高所の外壁タイルをドローンで撮影し、浮
きの有無をAIで高精度に判定します。
足場が不要なためコストと検査期間を削減でき、危険な
高所作業も不要です。

ドローンによる調査の様子

CO2固定化の仕組みCUCOのロゴ

汚染土壌浄化の仕組み
左から東京大学 染谷工学系研究科長, 当社常務執行役員 村上, 
東京大学副学長 浅見教授, 当社技術本部長 菅田

①CO2排出減型
　セメント

×

×
②CO2吸収材料
　（CCU材料）

③CO2吸収型
　コンクリート

技術開発

竹中工務店について 成長戦略 会社情報重要課題（マテリアリティ）事業活動
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グループ会社

国内主要グループ会社の事業活動

■ 竹中土木
人と環境に優しいものづくりで「輝く企業」へ 
竹中土木は竹中グループの土木分野を担う会社として
1941年に設立、「強くしなやかな国土をつくり人々の暮ら
しを守る」という建設業の使命のもと、安全・安心な社会
資本の整備を通じ、国土づくりの担い手として歩み続け
てきました。近年、ますます激甚化する自然災害に対して
は、国土強靭化や防災・減災への対応、そして社会資本ス
トックの長寿命化などに取り組んでいます。2016年には

ユーラス大豊ウインドファーム
日本平久能山

スマートインターチェンジ

小石原川ダム

まちのライフサイクルのあらゆるステージにおいて、
当社をはじめグループ各社は、お客様の多様なニーズにお応えします。

■ アサヒファシリティズ
お客様の建物価値と安全を守る
アサヒファシリティズは、1969年の設立以来、全国のオフィ
ス、病院、ホテル、商業施設など様々な建物において、お客様
の最良のパートナーとして、建築及び設備の維持保全、警備、
清掃などを提供するビルマネジメント事業、不動産の収益を
向上させるプロパティマネジメント事業、損害保険を中心とし
た保険代理事業などをワンストップで提供しています。建物
は、その機能を長期にわたって発揮してこそ優良な資産となり
ます。私たちは、「建物管理のプロ」として、「技術力、対応力、
提案力」を発揮し、さらに、最先端のＩＣＴによる最適化を実践
することで、建物管理に求められる高度化・多様化したニーズ
に応え、省エネルギーや廃棄物削減などの環境保全に取り組
み、建物をお客様の優良な資産として見守り続けます。
これからも、最良の建物管理と最適なソリューションを提供
し、より良い仕事を通じ、人々の暮らしを守り、まちを未来へ
とつないでいきます。 ロボット活用による

生産性向上
モバイル端末による点検・検針

次世代の建物管理を実現する「集中管理センター」

グループ会社

竹中工務店について 成長戦略 会社情報重要課題（マテリアリティ）事業活動

創立75周年を機に「2025年ビジョン」を策定。経営層と
従業員が目指すべき会社像の想いを一つにし、DXの推
進やICTを活用した生産性改革、そしてワークライフバラ
ンスの充実などの働き方改革を通じた従業員満足度の向
上を目指した取り組みを進めています。 また、「人と地球
の架け橋に」というコーポレートメッセージを全従業員が
共有し、脱炭素社会に向けた新たな分野へのチャレンジ
など、社会的責任を果たしながら「魅力溢れる輝く企業」
へ進化していきます。
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■ TAKイーヴァック
人に地球に優しい「環境づくり」
TAKイーヴァックは、1943年に創立し、創立80周年を迎
えます。竹中グループの一員として「建物の電気・給排水・
空調設備のトータルエンジニアリングを通して、より良い
社会の環境づくりに貢献する」という経営理念のもと、お
客様に満足していただける「環境」を提供しています。電気
や水、空気は、建物の「命」と言えます。その命を、お客様
のニーズにお応えしながら建物に吹き込んでいく。それが
私たちの仕事です。竹中グループの設備総合エンジニア
リング会社として、より良い環境空間の創造とサステナブ
ル社会の構築に貢献していきます。

■ DTプレコン
PC化による現地工数の削減を目指した
オフサイト化で生産性向上に貢献する
DTプレコンは、PC製品の製造工場として2022年5月に

（株）大協建設と共同で設立されました。オフサイト化を
前提とした施工計画の推進や工程短縮及び現地作業の
最小化・省人化実現の一助になるとともに、建設プロセ
スにおける脱炭素への貢献もできるPC部材の製造も視
野に入れ、工場拡張計画が進捗しています。2023年7月
には拡張工場が完成し、自社プラントも保有して製造能
力が大幅に増加する見込みです。設立したばかりの当社
ですが、建設業の課題、ひいては社会課題の解決につな
がる事業であるという「想い」を一つずつ「かたち」にして
いきます。

穴水太陽光発電所の全景写真

■ 東京朝日ビルド
「誇りあるものづくり」をモットーに
「最良の躯体・サービスを提供する」
東京朝日ビルドは竹中工務店により創設された高等職
業訓練校を起源とし、型枠・鉄筋工事の専門会社として
2022年に創立50周年を迎えました。今では躯体工事
全般を一貫体制で請け負う会社に成長し、耐震改修など
でも総合力でお客様の期待にお応えしています。「技能
の研鑽、技術者の育成」の想いを受け継ぎ、全国の工業
高校への「出前授業」や新入社員育成プログラムを通じ、
若手や外国人実習生の育成にもたゆまぬ努力を続けて
います。これからも品質と安全を重視した「ものづくり精
神」で社会に貢献し、100年企業を目指します。

■ 朝日興産
「思いやりとしなやかさ」で共に未来を拓き
未来を生きるパートナー
朝日興産は、竹中グループの一員として、「常に最適な商
品・サービスを提供し社会に貢献する」を経営理念として
活動しています。近年は、竹中工務店が開発した建設現場
向けのアプリ 「位置プラス®シリーズ」の普及展開によっ
て建設業界が抱える生産性向上という課題解決に貢献し
ています。また、竹中工務店と建設技術を融合させて共同
開発した樹木対応型壁面緑化システムなどで建物の立地
条件に合った最適な緑化を推進し、脱炭素社会や働く人に
安らぎを与えワークライフバランス向上を実現することの
一役を買ってい
ます。今 後も活
動の場を社会全
体に広げ、未来を
見据えた社会貢
献を果たしてい
きます。 八重洲2丁目北地区再開発：屋上緑化

プレキャストコンクリート製品の製造

社員で施工した社屋兼自社独身寮

グループ会社

竹中工務店について 成長戦略 会社情報重要課題（マテリアリティ）事業活動
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重要課題（マテリアリティ）解決への取り組み

当社は、建築・まちづくりを通し、サステナブル社会を実現す
るため、「地球環境」「地域社会」「お客様」「従業員」「協力会社」
といったステークホルダーの期待に応えるための目標を「想
い」という形で捉えています。
この「想い」を実現するために、「グループＣＳＲビジョン」及び

「グループ成長戦略」を踏まえ、当社が企業活動（事業・非事
業）を通じて取り組むべき課題を2020年に重要課題（マテリ
アリティ）として抽出するとともに、「サステナブル社会に向け
た2020-2022年活動計画」として、実施方策に基づくKPI及

サステナブル社会に向けた2020-2022年活動計画
び目標値を設定し、活動を開始しました。
2022年は、3か年計画の最終年として、この目標及びKPI達
成に向けた取り組みを進めました。この内容について、3か
年の実績を示すとともに、P29以降で主な活動について報告
します。今後は、「想い」を実現するため、重要課題（マテリア
リティ）（P37-38）を新たに設定し、ステークホルダーや有識
者の方々と対話をさせていただきながら、さらに磨きをかけ、

「まちづくり総合エンジニアリング企業」として、サステナブ
ル社会の実現に貢献していきます。

重要課題
（マテリアリティ）

[影響範囲]
方策 指標（ＫＰＩ）

実績 目標値 実績

2020年 2021年 2022年

環境（ゼロエネ・脱炭
素）・社会に配慮した建
築とサービスの展開
[ES・C] 

木造・木質建築の推進 木造・木質建築選定
プロジェクト件数 9件 9件 15件 15件

ZEB・エネルギーマネ
ジメントの推進

ZEBプロジェクト件数/エネ
ルギーマネジメント提案件数 13件/24件 15件/31件 20件/15件 23件/31件

ウェルネス建築の推進 ウェルネス建築認証取得件数 5件 5件 9件 4件

サステナブルなまちに
向けた社会システムの
創出 [ES・C] 

まちづくりの活動フィー
ルドを設定し、社会課題
解決に向けた具体的な
活動を実施

社会システム実証等活動数 9件 9件 10件 10件

社会システムの構築に
よる事業化の推進 事業化数 1件 4件 3年で2件以上 3年で5件

まちづくりの起点と
なるプロジェクト創出 プロジェクト提案件数 5件 4件 5件 4件

建築とまちのレジリエ
ンスの向上 [ES・C] 

災害対策・支援メニュー
拡充と適用

メニュー拡充
（開発・適用件数) 拡充分野として4件 開発継続4件うち

1件試行開始
開発4件・

適用開始4件
開発4件･
適用4件

建築の長寿命化と
ストックの維持・
活用推進 [ES・C] 

価値を生み続ける資産
経営・施設運用のための
調査・提案技術の強化

推進要素技術適用件数
長寿命化に貢献する提案件数

要素技術抽出 
提案資料検討

3件 
2件

6件 
4件

6件
6件

伝統文化の継承と
価値の再創出 [ES・C] 

伝統建築・歴史的建築
物の保存・再生・活用
の推進

伝統建築保存再生プロジェ
クト実施/取組件数 5件/6件 4件／6件 3件/5件 6件/4件

事業活動における
CO2削減 [ES・C・E・S]

作 業 所・事 業 所 に お
け るCO2削 減 の 推 進

（Scope1・2）

施工時原単位 9.9CO2t/億円 8.3CO2t/億円 9.7CO2t/億円 8.7CO2t/億円

オフィスエネルギー消費量
削減率(対前年比) 0.5%増加 0.1%増加 1%以上 1.1％減少

今後の気候変動への
対応 [ES・C・E・S]

設計 ¦ 気候変動への適
応計画ガイドラインの
策定
施工 ¦ 気候変動に対応
する施工技術の開発・
実施

進捗度 情報収集・課題整理 
要素技術調査検討

予測・企画
気温上昇への対応

技術開発申請

適応計画
ガイドライン策定 
気温上昇への対応

技術試行開始

適応計画ガイド
ライン継続作成中 
気温上昇への対応

技術試行開始

生物多様性への配慮
 [ES・C・E・S]

生物多様性向上
プロジェクトの推進

生物多様性向上
プロジェクト数 10件 12件 15件 14件

資源循環と廃棄物削減
 [ES・C・E・S]

資源循環・廃棄物削減
に向けた設計・調達段
階からの検討
新築工事の廃棄物リサ
イクルの推進

新築工事の建設副産物リサ
イクル率（容積比） 94.9% 96.0% 94.0% 94.3%

持続可能な建築・まちづくり

環境との調和

[ 影響範囲 ]　ES： 環境・社会　C： お客様　E： 従業員　S： 協力会社

竹中工務店について 成長戦略 会社情報重要課題（マテリアリティ）事業活動

重要課題（マテリアリティ）解決への
取り組み

全ての活動はこちらをご覧ください
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重要課題
（マテリアリティ）

[影響範囲]
方策 指標（ＫＰＩ）

実績 目標値 実績

2020年 2021年 2022年

先端技術開発と
イノベーションの推進
[ES・C・E・S]

ロボット・AI化・デジタ
ルデータ活用の推進/新
材料等の先端技術開発

適用・実用化件数 10件 12件 15件 24件

共創活動の推進
[ES・C・E]

多様な人々が交流する
場や仕組みづくり

交流の場づくり・イベン
ト数 4件 6件 4件以上 4件

エリアマネジメントやコ
ミュニティデザイン活動
により、総合的なまちづ
くり活動を実施

エリアマネジメント、コ
ミュニティデザイン活動
件数

5件 5件 5件 5件

労働時間等の適正な労
働条件の担保 [E・S]

適切なプロジェクト工期
と人員の確保
フロントローディングに
よる着工後業務の削減

作業所閉所目標達成率 ４週７閉所
28.9％

４週８閉所
25％

４週８閉所
100％

４週８閉所
31.1%

持続可能で生産性の
高い建設プロセスの
追求 [E・S]

工業化や高効率構工法
の設計取り込みによる
労務工数の削減

施工高効率 1.78万円/人・時間 1.79万円/人・時間 1.84万円/人・時間 1.87万円/人・時間

施工高管理効率 9.7万円/人・時間 10.3万円/人・時間 12.0万円/人・時間 10.4万円/人・時間

多様な人々の健やかで
働きがいのある環境の
実現 [E・S]

WLB（ワークライフバ
ランス）推進による多様
な働き方の実現

従業員満足度 3.55 3.53  3.70以上 3.45点

ダイバーシティの推進 女性管理職比率 4.50% 4.80% 5.5％以上 5.10%

健康経営ガイドライン
等を踏まえたPDCAマ
ネジメントの実現

健康経営度調査総合評
価点 537点 575点 500点以上 574点

差別とハラスメントの
撲滅 [E・S]

ハラスメントの環境
調査・教育啓蒙の実施 教育実施率 100% 100% 100% 100%

人材の確保と
育成･定着 [E・S]

【従業員】環境変化に応
じた若年層社員教育の
見直し

新卒者離職率(入社3年
時点) 3.4% 2.8% 3.0％以下 5.3%

【協力会社】協力会社と
一体となった入職活動
と労務賃金見直し
技能労働者の育成・技
能継承施策の展開

新規入職技能労働者数 888人 609人 720人 1,629人

高品質で安全な建築と
サービスの提供
[ES・C・E・S]

協力会社を含む設計段
階からの品質つくり込み

重大な品質問題発生件
数 1件 0件 0件 0件

公衆災害や労働災害の
ない作業所の実現
[ES・C・E・S]

安全先取り計画の推進
/多様化する作業員の
知識・意識の向上

重大な公衆災害・労働災
害発生件数 1件 3件 0件 0件

持 続 可 能なサ プライ
チェーンの実現
[ES・C・E・S]

CSR調達ガイドライン
の周知と運用 周知・適用率 周知率100％ 周知率100% 適用率100％ 適用率100％

環境を考慮した
グリーン調達の継続

重点グリーン調達品目採
用数/1プロジェクト

設計15品目 
施工13品目

設計13品目 
施工14品目 10品目以上 設計14品目 

施工12品目

信頼あるガバナンスの構築
コンプライアンスの徹底
情報開示や対話推進によ
る組織の透明性の向上
リスクマネジメントの確立
情報セキュリティの確保
人権の尊重
[ES・C・E・S]

企業倫理中央委員会・
コンプライアンス/
危機管理委員会での統
制・管理

重大なコンプライアンス
事案の発生数 0件 0件 0件 0件

働き方・生産性改革

着実な生産プロセス

健全な組織基盤

技術革新と共創

[ 影響範囲 ]　ES： 環境・社会　C： お客様　E： 従業員　S： 協力会社
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重要課題（マテリアリティ）解決への
取り組み

全ての活動はこちらをご覧ください
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持続可能な建築・まちづくり
事業活動を通して社会の課題を解決し、社会からの信頼を得ながら成長し続けるために、
地域社会や地球環境に配慮しながら、サステナブルなまちに向けた社会システムの創出や
レジリエンスの向上により、持続可能な建築・まちづくりを進めています。

当社は中高層木造建築を実現するための技術の開発を
通じて、建築の木造・木質化と国産木材の活用を進めて
います。「名古屋市国際展示場 第1展示館」（2022年6月
竣工）や｢水戸市民会館｣（同年10月竣工）などの大規模木
造・木質公共建築が完成しました。 「森林グランドサ
イクル®※」では、農林水産省や地方自治体との木材利用
協定の締結、また 「内子龍王バイオマス発電所」（愛媛
県）を開設し、森林関連産業の創出にも取り組んでいます。

「サステナブル・ブランド国際会議」や国内最大の木造展
示会｢非住宅 木造建築フェア｣での講演・展示を通じた情
報発信など、木造建築の普及促進に取り組んでいます。

脱炭素社会に貢献するZEB(ゼロエネルギービル)、エネ
ルギーマネジメントシステムの拡大を推進しています。
2021年3月に竣工した「理化学研究所本部棟」では、方位
ごとに異なる出寸法の庇＋縦フィンにより、最適な採光環
境の創出と日射負荷の抑制を実現し、太陽集熱パネル、
井水熱利用等の再生可能エネルギーの活用、デシカント
空調機、放射空調等、様々な省エネ技術を導入し、エネル
ギー消費量を基準値より51%削減し、ZEB-Ready※

(計画値)を達成しました。また、2021年7月に竣工した
「ナミックス本社管理厚生棟」では、新潟の寒冷な気候
に配慮した高断熱外装、ダブルスキンカーテンウォール
を採用し、熱負荷を抑えた開放的な空間を実現しまし
た。吹抜け上部のハイサイドライトからの自然採光、自
然換気、光ダクト等、自然エネルギーの効果的な活用に
より、エネルギー消費量を基準値より52%削減し、ZEB-
Ready(計画値)を達成しました。

ZEB・エネルギーマネジメントの推進

木造・木質建築の推進

環境（ゼロエネ・脱炭素）・社会に配慮した建築とサービスの展開

名古屋市国際展示場（ポートメッセなごや） 第１展示館外観

名古屋市国際展示場（ポートメッセなごや） 第１展示館内観

理化学研究所本部棟

ナミックス本社管理厚生棟

※森林資源と地域経済の持続可能な好循環を進める活動

※ZEB-Ready:省エネルギーにより、エネルギー消費量を標準の50%以下とした建物

KPI
木造・木質建築選定プロジェクト件数
実績：15件 （目標：15件）

KPI
ZEBプロジェクト件数 / エネルギーマネジメント提案件数
実績：23件 （目標：20件）/実績：31件 （目標：15件）

竹中工務店について 成長戦略 会社情報重要課題（マテリアリティ）事業活動
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サステナブルなまちに向けた社会システムの創出

人が健康になる空間を目指して、ウェルネス建築を推進し
ています。「大阪梅田ツインタワーズ・サウス※」では、高
性能外皮による豊かな昼光・眺望と負荷抑制の両立、サー
カディアンリズム照明、輻射空調等により、ワーカーの快
適性・生産性の向上を図っています。共用部には、カフェ
やラウンジ、フィットネスが併設され、ワーカーの健康や
創造性を向上させる場を実現し、CASBEE-ウェルネスオ
フィス認証の最高位となる「Sランク」を取得しました。ま
た、「栄研化学新研究棟」では、トップライトのある吹抜け
空間に打合せスペースを配置し、ワーカー同士のコミュ
ニケーションの活性化を図っています。採光・通風の取り
込み、床吹出し空調の採用に加え、多様なリフレッシュス
ペースや食事スペースを計画し、ワーカーの快適な環境
を実現し、CASBEE-ウェルネスオフィス（WO）認証「Sラ
ンク」を取得しました。
※12階(右上写真)の内装設計はUDS株式会社

当社は、社会課題解決に向けた仮説をつくり、地域の方々
とともに実証実験を行いながら検証・実装を進めていま
す。このようなまちづくり活動を 「MACHInnovation®

（マチノベーション）」と名付け、まちづくり社会システム
の構築に向けて活動を広げていきます。

海床ロボット
水面に浮かべた床を、自動で動き回るドローンをイメージした都市型自動
運転船です。用途に応じて着せ替え可能なので、交通、物流、防犯、防災、
環境など都市の水辺の課題解決を目指しています。大阪・関西万博に向け
た実証実験のほか、レイクタウン大相模調整池周辺（埼玉県）、ルポール粟
島周辺（香川県）、汐浜運河（東京都）などで実証実験を進めています。

シティヴィンヤード
都市の未利用地という課題に
対し、緑地の付加価値の向上を
実現し、さらには健康やコミュ
ニティ醸成に寄与する取り組み
です。具体的には、都市緑化技 
術を応用したブドウ栽培を実現
し、その果実でワインを醸造し
ます。現在、赤札堂深川店（東京
都）や大手町ビルディング（東京
都）の屋上で実証実験を開始し
ています。

ウェルネス建築の推進

まちづくりの活動フィールドを設定し、社会課題解決に向けた具体的な活動を実施

KPI
社会システム実証等活動数
実績：10件 （目標：10件）

栄研化学新研究棟

大阪梅田ツインタワーズ・サウス

KPI
ウェルネス建築認証取得件数（WELL認証、CASBEE－WO認証）
実績：4件 （目標：9件）

竹中工務店について 成長戦略 会社情報重要課題（マテリアリティ）事業活動
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建築とまちのレジリエンスの向上

伝統文化の継承と価値再創出

将来の災害激甚化への懸念からレジリエントな建築・まちの
実現が社会の課題となっています。当社は以前より取り組ん
できた地震・火災対策などに加え、2020年に改めて強化すべ
き領域として感染症・水害・ライフライン途絶・コンサルティ
ングの４つを定めました。2022年までにそれぞれ局所換気量
調整システム、水害対策一貫支援、非常用設備を含む建物健
全性推定システム、噴火降灰リスク評価などのソリューション
を拡充し適用を開始しました。またこれらを含むレジリエンス
全般の課題に対処するため新たにレジリエンスソリューション
推進室を発足しお客様への提案活動を開始しました。

当社では伝統建築・歴史的建造物について、新たな価値を創
出する取り組みを実施しています。培ってきた技術の伝承を
主体とした伝統建築の新築・保存・復元を継続するとともに、
文化財相当の既存建物については機能改善や新用途を伴う
再生・活用を実現する設計・施工に加え、設計ソリューション
を駆使したコンサルティングやアドバイザリーにも対応してい
ます。「静嘉堂文庫美術館（静嘉堂＠丸の内）」は、実業家 岩﨑
彌之助・小彌太父子が収集した美術品を公開する美術館です。
創設者 岩﨑彌之助は東京丸の内の近代的なビジネス街に
ミュージアムをつくりたいという想いを抱き続けていました。
この想いをかたちにすべく、重要文化財建造物の中で貴重な
名品を楽しめる新たな空間づくりの実現に当社は設計・施工
で取り組みました。

お客様の事業の企画段階からパートナーとして関わることにより社会課題を踏まえた
都市的な視点からのアプローチによる将来のまちづくりの要や布石となるプロジェク
トを創出していきます。地域のポテンシャルを高めたり、歴史的、社会的、文化的、環
境的な社会資産となるようなプロジェクトの創出に貢献しています。

災害対策・支援メニュー拡充と適用

伝統建築･歴史的建造物の保存・再生・活用の推進

まちづくりの起点となるプロジェクトの創出

フィジカルディスタンス検知による局所換気量制御システム

明治生命館１・２階 静嘉堂文庫美術館（静嘉堂＠丸の内）（1階：美術館 2階：事務所）

（仮称）心斎橋プロジェクト

KPI
メニュー拡充（開発・適用件数）
実績：開発4件･適用4件

（目標：開発４件・適用開始４件）

KPI
伝統建築保存再生プロジェクト実施/取り組み件数
実績：実施件数6件/取り組み件数4件

（目標：実施件数3件/取り組み件数5件）

KPI
プロジェクト件数
実績：4件 （目標：5件）

竹中工務店について 成長戦略 会社情報重要課題（マテリアリティ）事業活動
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環境との調和
環境方針のもと、脱炭素社会、資源循環社会、自然共生社会の実現に向け、
ISO14001の認証を受けた環境マネジメントシステムに基づいて環境貢献活動を推進しています。

Scope1+2（自社の燃料や
電力・熱の使用に伴う排出）

2030年までに46.2％削減、
2050年までに100％削減

Scope3（自社の活動に関
連する他者の排出）

2030年までに27.5％削減、
2050年までに100％削減

基準年：2019年
※Scope1：燃料の使用に伴う排出
　Scope2：使用した電力・熱が創出された際の排出
　Scope3：自社の活動に関連する他者の排出（Scope2以外）

事業活動におけるCO2削減

脱炭素社会の実現に向けて

KPI
施工時原単位
実績：施工時原単位8.7CO2t/億円

（目標：施工時原単位9.7CO2t/億円）

カーボンニュートラルを目指した、
チャレンジ！ゼロＣＯ2作業所の取り組み
2030年、2050年の目標を達成するため、作業所でのCO2削減活動を加速す
べく、まずは削減方法やCO2排出量のモニタリングの仕組みを構築するため、

「チャレンジ！ゼロCO2作業所」を設定し、①エネルギー使用量を減らす、②低
炭素エネルギーを使う、の優先順序で、CO2削減活動を開始しました。また、近
い将来、作業所へのスムーズな導入を行うため、B100燃料（バイオディーゼル
燃料100％）や水素燃料などの作業所利用を想定した試行も行っています。
施工時のCO2を削減すべく、水素を燃料とした「燃料電池フォークリフト」を試
行しています。

当社は、2019年12月にCO2削減長期目標を設定、2021
年3月に改定して、脱炭素社会を目指して活動しています。
特に、エネルギー使用によるCO2排出であるScope1,2
については、自社の責任として削減活動を強化していま
す。また、Scope3についてもステークホルダーと連携し
ながら削減を図ってお
り、「建設資材の製造
時の排出」に対しては、
当社が共同開発した
低炭素型のECMコン
クリートの適用拡大や
CO2吸収型コンクリー
トの開発、「当社が設

作業所・事業所におけるCO2削減の推進（Scope1・2）

竹中グループのCO2削減目標の設定

チャレンジ！ゼロCO2作業所

環境コンセプトブック

燃料電池フォークリフトの試行

計した建物の運用時の排出」に対しては、設計ツールの
開発等によるZEB（ゼロエネルギービル）の拡大等、具体
的な取り組みを進めています。
2022年12月には、竹中グループ全体を対象とした新た
な目標を設定し、2030年の中間目標について SBT認
定取得にコミットしました。

竹中グループCO2削減長期目標（2022年12月設定）

竹中工務店について 成長戦略 会社情報重要課題（マテリアリティ）事業活動

詳細はこちら

32   TAKENAKA Corporate Report 2023

https://www.takenaka.co.jp/news/2023/01/02/
https://www.takenaka.co.jp/news/2023/01/02/
https://www.takenaka.co.jp/news/2023/02/01/


自然が持つ多様な機能を活かした土地利用を推進する
ため、地域の植生・水系や土地利用の歴史への配慮、生
態系ネットワーク創出、関係者参画による活動継続の仕
組みづくりなど、「ネイチャーポジティブ」実現に向けた取
り組みを推進しています。

● サントリー天然水　北アルプス信濃の森工場
見学に訪れた人が水源涵養林保全・育成の活動を体感
できる場所づくりを行っています。
お客様・専門家とチームを組み、ドローン測量や現地踏
査により現況の植生・地形などを把握し、来訪者が敷地
を巡る園路の最適な位置を決定しました。園路沿いや水
景に、敷地内にあるかつて川が運んだ巨石を配し、景観
づくりに役立てています。林相転換や老朽化した危険木
除去に伴う伐採木を建材・家具・マルチング材へ活用し、

自社のオフィスの取り組み
オフィス活動については、継続的な省エネの取り組みに
加え、再生可能エネルギー活用に向けた検討を進めてい
ます。

サーキュラーエコノミーの考え方を取り入れつつ、建築
に特化した３つの方策①廃棄物を生み出さない設計・施
工、②建築と建材を使い続ける、③まちの資源を循環す
る、から成る「サーキュラーデザインビルド®」をスタート
しました。まずは、イオンモール株式会社様が検討して
いる「サーキュラーエコノミーの概念を採り入れた新しい
モールづくり」にパートナー企業として参画し、廃棄物を
生み出さない建築を実践します。

生物多様性向上プロジェクトの推進

資源循環・廃棄物削減に向けた設計・調達段階からの検討
新築工事の廃棄物リサイクルの推進

生物多様性への配慮

資源循環と廃棄物削減

サントリー天然水　北アルプス信濃の森工場（長野県）

KPI
生物多様性向上プロジェクト
実績：14件 （目標：15件）

KPI
オフィスエネルギー消費量削減率(対前年比)
実績：1.1％減少 （目標：1%以上）

さらに造成の影響を受ける林地から実生苗の採取・再移
植に加え新植範囲に地域性種苗を導入し、地域の自然景
観資源を活かした計画としています。

KPI
新築工事の建設副産物リサイクル率（容積比）
実績：94.3% （目標：94.0%）

当社が考えるサーキュラーエコノミーの概念 ～サーキュラーデザインビルド®～

資源消費の最小化

廃棄物の発生抑制（施工）

商品価値の最大化

建築材料を使い続ける

生分解性
プラスチック

郊外での再処理 都市部の建築

まち全体を通したサーキュラーエコノミー

都市と郊外の連携

バイオマス
プラスチック

竹中工務店について 成長戦略 会社情報重要課題（マテリアリティ）事業活動
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技術革新と共創
ロボット化・ＡＩ化の推進やデジタルデータの活用など先端技術開発のイノベーションを推進しながら、
コミュニティに参画し、ステークホルダーの方々とのパートナーシップを構築しています。

先端技術開発とイノベーションの推進

当社が新光硝子工業株式会社と共同開発した エアロ
ゲルガラスパネルは、高い断熱性と透光性を併せ持つ半
透明のエアロゲル素材を窓部分に適用することで、建物
の空調・照明負荷を削減する省エネルギー技術です。初
適用した建物のオフィスゾーンでは、従来のブラインド付
き高性能ガラスを採用した場合と比較して、10～20％の
エネルギーが削減できることを確認しました。

ロボット・AI化・デジタルデータ活用の推進/新材料等の先端技術開発

KPI
適用・実用化
実績：24件 （目標：15件）

エアロゲルガラスパネルの設置例

エアロゲルガラスパネルの概要

働き方・生産性改革
改正労働基準法における時間外労働時間の上限規制が2024年4月から建設業にも適用されます。
このような現在及び将来の社会変化と働き方改革へ対応し、お客様のニーズに応え
新たな価値を生みだすことが、私たちが目指す新しい建築生産のかたちです。

労働時間等の適正な労働条件の担保

建設業の働き方について「工期」に着目した改革が国
家レベルで進められています。国交省は改正建設業法

（2020年10月施行）により、発注者・受注者双方の責
任のもとに適正な工期を確保することを法制化しまし
た。日本建設業連合会は「建設現場の週休２日」を掲げ

（2018年４月着手）、2023年度末4週8閉所100％達成
を目指しています。現状、当社実績は30%ですが、閉所
率向上に向けて、フロントローディングの推進やBIMを
中心とした業務スタイルを定着させるなどの自助努力に
加え、お客様の適正工期に対するご理解がより一層、不
可欠となっています。

適正な工期と人員の確保

KPI
作業所閉所目標達成率
実績：４週８閉所 31.1％ （目標：４週８閉所 100％）

一方、人員確保に向け「受注と生産のバランス」を重視し
て活動を進めています。個人の働き方についてはタイム
マネジメントを重視し、バリアブル勤務や振替休日の取
得、現場業務のアウトソーシングや会議時間の短縮など
を推進しています。また、建設技能者の確保に向けては、
協力会社と一体となった学校訪問説明会や技能体験会
などを開催し、魅力をアピールしています。

竹中工務店について 成長戦略 会社情報重要課題（マテリアリティ）事業活動
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多様な人々の健やかで働きがいのある環境の実現

2017年にスタートしたWLB（ワークライフバランス）向上
活動は、社長を委員長とする「抜本的全社生産性向上に
よるWLB向上委員会」の下で、多様性を尊重しながら生
産性向上と「働きがい」や「やりがい」を高めることを目的
としています。喫緊の課題として、2024年4月から建設
業にも適用される、時間外労働の上限規制に照準を合わ
せた活動を継続しています。2022年は、上限規制下での
働き方を体感して、課題や工夫を抽出し、改善につなげる

「WLB実践トライアル」を開始しました。全職場で将来の
働き方を体感し、それを実現するためにはどうするのか、
何を変えれば実現できるのかを掘りおこして、新しい仕組
みや制度の普及につなげ、従業員一人ひとりが社会環境

当社では性別、国籍、年齢、障がいの有無などに関わらず、
誰もが活躍できる職場環境の実現を目指しています。
男性社員の比率が高いとされる建設業界において、近年
では当社の新卒採用における女性比率が20％以上を占
めています。多様性の中でも女性活躍の促進・職域拡大
に取り組み、けんせつ小町工事チームの活動促進など、
作業所での女性活躍環境づくりを継続的に行っていま
す。育児と仕事の両立支援においては、2020年に育児・
介護のための在宅勤務及び短時間フレックスタイム制度
の導入、また作業所勤務者を対象にバリアブル勤務の導
入、全社員を対象に時間単位年次有給休暇の導入など、

2016年から千葉大学と共同で、健康に働けるオフィス
環境づくりの調査研究を開始し、2018年からは東京本
店においてリニューアル後のオフィス環境が従業員の健
康や働き方に及ぼす影響について実践的な検証を実施
しています。また、従来から行っている健康診断・ストレ
スチェックの結果を総合的に判断し、当社で働く者の心
とからだの健康のPDCAサイクルを回す仕組みを検討し
ています。これらの取り組みの結果、「健康経営優良法人
2022」に選定されています。

WLB推進による多様な働き方の実現

ダイバーシティ（多様性）の促進

健やかな心身を育む健康経営の促進

KPI
従業員満足度
実績：3.45 （目標：3.70以上）

KPI
女性管理職比率
実績：５.10% （目標：5.5%以上）

KPI
健康経営度調査総合評価点
実績：574点 （目標：500点以上） 

やライフステージの変化に対応できる、柔軟な働き方が
実現可能な職場を目指します。その実現の土台となる生
産性向上のための竹中新生産システムやBIMを推進する
とともに、作業所
の働き方改革推
進体制を強化し
て業務負荷軽減
施策も進めてい
ます。

フレキシブルな働き方を可能にしました。その他にも、シ
ニア層の豊富な経験とスキルを活かした活躍を目的とし
て2022年4月よ
り65歳定年延長
を 導 入し、全 世
代の社員が活躍
可能な仕組みを
構築しています。

竹中工務店について 成長戦略 会社情報重要課題（マテリアリティ）事業活動

若手の本音を引き出すワークショップを開催

日建連「けんせつ小町サミット2023」にて、
けんせつ小町工事チームの活動を紹介

東京本店KOMOREBI
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健全な組織基盤
当社は企業理念のもと「品質経営」を実践し、お客様の満足や社会からの信頼を得て、
企業としての社会的価値を高めていくとともに、社会的責任を果たしていきます。

企業倫理中央委員会・コンプライアンス/危機管理委員会での統制・管理

信頼あるガバナンスの構築
内部統制基本方針に基づき、企業理念及び企業行動規
範を定め、周知徹底を図るとともに、社長を委員長とし、
全社の企業リスク・コンプライアンス全般を統括する「企
業倫理中央委員会」を設置し、グループ全体の注意喚起・
指導を行っています。また、当社内、グループ会社、取引
先や一般を対象に相談・通報窓口を社内外に設置し活用
することで、自浄作用の実現に努めています。

コンプライアンスの徹底
コンプライアンスを徹底・推進させる体制として、企業倫
理中央委員会の下にコンプライアンス委員会を設置し、
重要リスクを特定し活動方針を定め推進状況を確認する
とともに、個別事案の対応状況を確認し改善策を指示し
ています。さらに支店委員会でその方針及び施策を展開
するとともに、各事業所に推進役を配置しています。
企業行動規範には公正な取引、政治・行政との透明性の
高い関係維持、不当な利益などの取得を目的とする贈収
賄の禁止を明記し、腐敗防止に取り組んでいます。また、
竹中グループでは、各国・地域の法令等に従い、適正な
納税を行うという社会的責任・公共的使命を果たしていく
ため、2020年に 「税務方針」を定めました。教育啓発で
は、毎年のグループ全体の強化月間でのトップメッセージ
の発信、全従業員による企業行動規範のｅラーニング及
び重要課題の不正行為防止をテーマとした職場ミーティ
ング、法令改正等も含めた階層別研修の実施、最新動向
を取り上げるニュースの発行などを行っています。

人権尊重の取り組みの推進
2018年に国連の「ビジネスと人権に関する指導原則」に
基づき、 人権方針を制定し、企業理念・企業行動規範
に従い、事業活動において人権尊重に向けた取り組みを
推進しています。同年に特定・評価した人権リスクの防
止・軽減に取り組み、毎年有識者の評価を受け、改善を

図っています。2022年は海外調達先に対して、これまで
のヒアリング調査から一歩進め、韓国の鉄骨加工工場で
就労者の人権尊重状況などを現地確認しました。

リスクマネジメントの確立
当社は市民生活や企業活動に脅威を与える反社会的勢力
の行動やテロ、サイバー攻撃、自然災害、その他事故など
に備え、企業倫理中央委員会の下に設置した危機管理委
員会を中心に組織的な危機管理体制を整備しています。
● 情報セキュリティの強化
当社は、情報セキュリティに関する基本方針を定め、お客
様の情報資産を守るための情報セキュリティ活動を推進
しています。特に最近のサイバー攻撃の脅威拡大を受
け、海外も含めた竹中グループ全体で、社外からの攻撃
や不正侵入を防御するシステム、攻撃を早期に検知して
被害を最小化できる仕組み及び「TAKENAKA-SIRT」に
よるインシデント対応体制を整備するとともに、サプライ
チェーンのサイバーセキュリティ対策強化のため、協力
会社への教育・啓蒙に力を入れています。
● 事業継続計画（ＢＣＰ）の確認と
　 新型コロナウイルス感染症対策について
当社は、巨大地震の発生を想定し、従業員・家族の安否
確認、各事業所・稼働作業所・お客様にお引き渡しした建
物の被災状況確認・復旧などを全社的に行うＢＣＰを策定
しています。毎年、発生後の初動訓練として、災害シミュ
レーション訓練、地域性を踏まえた実動訓練、全社連携
体制確認訓練をグループ会社従業員とともに実施してい
ます。また、近年、各地で台風や大雨による被害が多発し
ていることを鑑み、風水害に対するマニュアルを策定し、
有事に備えています。
一方、新型コロナウイルス感染症対策として、お客様、従
業員・家族、協力会社等の関係者の安全を最優先に、全
社で感染予防と社内外への感染拡大防止策を推進して
います。

竹中工務店について 成長戦略 会社情報重要課題（マテリアリティ）事業活動
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竹中グループの重要課題

当社は、「まちづくり総合エンジニアリング企業」として社会課題を解決し、サステナブル社会を実現するための重要課題
（マテリアリティ）を特定しています。成長戦略に重要課題を組み込み、その実現に向けた具体的な活動計画と目標を定
め事業活動を展開していきます。

今回、直近3か年の事業計画・目標設定の枠組みから、
社会・環境課題を短期・中期・長期の視点で捉え直し、
当社の取り組むべき活動を重点的に掲げるかたちとし、
重要課題（マテリアリティ）の見直しを行いました。これ
は、大きく変動する企業環境を確実に捉え、より柔軟に
適応しながら、目指す姿に向かって着実に歩みを進めて
いく考えに基づいています。また、外部からの視点をよ

重要課題（マテリアリティ）については、2020年に検討し
た社会課題に、国際的なガイドラインや企業環境の動向
も踏まえ、インパクト評価を行い、検討を進めました。ま
た、当社がこれまで培ってきた伝統や企業文化の特色に
も着目しながら、社会課題の解決と自社グループの持
続的な成長を目指し、重要課題を以下の5つのカテゴ
リーに分け、当社グループならではのKPIと目標値を
設定しています。この5つのカテゴリーにおいて、「持続

り重視するために有識者とのダイアログを重ねるととも
に、社内の参加部門を10部門から17部門へ拡大しまし
た。企業環境の変化やサステナビリティに関わる社会動
向を幅広く確実に認識することを目指し、重要課題とし
て特定しました。この重要課題解決の取り組みを通じて、
社会課題解決による持続可能な社会と当社グループの
目指す姿を実現し、企業価値の創造に努めていきます。

可能な建築・まちづくり」に取り組んでいくうえで、「環境
との調和」では、グローバルな諸目標の達成と国内の地
域特性を鑑みた取り組みが必要であり、「働き方・生産性
改革」では、多様な考え方とアイデアの具現化が求めら
れています。また、「着実な生産プロセス」において、改善
と改革を積み重ねながら、「人権の尊重」では、グローバ
ルな経済活動に伴う視点も併せ持つことが必要となって
います。

社会環境の変化に伴い、従来の重要課題を見直し

社会・環境への影響（インパクト）を重視し、5つのカテゴリーで再整理

重要課題の見直しのプロセス

持続可能な建築・
まちづくり 環境との調和 働き方・生産性改革 着実な生産プロセス 人権の尊重

STEP 1 STEP 4STEP 3STEP 2

2020年に検討した
課題候補を社内で見直し

 ＣＳＲ推進中央委員会
取締役会で審議・決議

自社固有の表現を
意識して検討

社会へのインパクトを
重視する動向を
有識者から把握

竹中グループの重要課題

竹中工務店について 成長戦略 会社情報重要課題（マテリアリティ）事業活動
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重要課題とSDGsの関係
特定された重要課題を事業活動との関係性
を踏まえて5つのカテゴリーに分けています。
また、社会課題の抽出・評価と並行して、各
課題とSDGｓの紐づけを行い、上表の様式で
まとめました。課題解決の進捗や達成度合い
を図るＫＰＩ・目標値を定め、活動計画を実践し
ています。そして、「私たちの活動をどのよう
に進めていけば、サステナブル社会の実現と
ＳＤＧｓの達成に貢献することができるか」を
構造化したのが右図です。

「環境との調和」を大切にし、「働き方・生産性
改革」を推進しながら、「着実な生産プロセス」
により、「人権の尊重」を遵守しつつ、「持続可
能な建築・まちづくり」に取り組んでいきます。

重要課題グループ 重要課題（マテリアリティ） 指標（KPI） 目標値（目標年） SDGsとの関連

感性を刺激する建築・まちづくり
とサービス展開による文化醸成

主要外部表彰件数 
①BCS　②BELCA　③建築学会賞等 業界NO.１を維持

ライフサイクルCO2ゼロ建築への
挑戦 CO2削減率

2030年
▲46.2％(Scope1,2)
▲27.5％ (Scope3)
2050年
カーボンニュートラル

【2019年基準】

自然と共生する建築・まちづくり 生物多様性向上プロジェクト数 12件(2025年)

資源を循環させる建築・
まちづくり

新築工事の建築副産物リサイクル率
（容積比） 100％（2050年）

持続可能で生産性の高い
建設プロセスの追求

①施工高管理効率
②施工高効率

生産性向上
①9％　②5％

（2025年）
【2021年基準】

デジタル化による業務変革 2030年のデジタル変革目標に対する
2025年のマイルストン達成率 100％（2025年）

多様な人々の健やかで働きがい
のある環境の実現 男性の育児休業取得率 各年100％

人材の確保と育成・定着（従業員）
女性管理職比率 8％（2025年）

4週8閉所実施率 100％（2024年）労働時間等の適正な労働条件の
担保（従業員）

高品質で安全な建築の提供
お客様満足度調査 各年100％

重大な品質問題発生件数 各年0件

公衆災害や労働災害のない
作業所の実現 重大な公衆災害・労働災害発生件数 各年0件

持続可能なサプライチェーンの
実現

主要取引先による取引先活動
ガイドライン遵守率 各年100％

人権の尊重 人権デューディリジェンスの継続的
実施の検証

1回／年の有識者
による検証実施

重要課題（マテリアリティ）の指標と目標

持続可能な建築・まちづくり

環境との調和

働き方・生産性改革

着実な生産プロセス

人権の尊重

持続可能な
建築・まちづくり

環境との調和 働き方・
生産性改革

着実な
生産プロセス人権の尊重

竹中グループの重要課題

竹中工務店について 成長戦略 会社情報重要課題（マテリアリティ）事業活動

竹中グループの目指すサステナブル社会
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社会貢献活動の推進
「飛び出そう、地域社会へ」をスローガンに、地域の様々なステークホルダーと連携し
地域教育活動への支援、地域交流の場への参画、企業財団活動などへの支援を通じた
建築文化の継承と発信を行い、次世代を担う人材の育成と地域の発展に努めています。

建設事業における活動事例
● 学生向け教育プログラムへの協力
2012年より「見て、触れて、体得する」体験型研修に重き
を置いた「竹中技術実務研修センター 想」では、建築をわ
かってもらう、建築技術を理解してもらうため、建築系の
学生などを対象としたカリキュラムを設定し、研修を行っ
ています。
2022年は大阪
大学など４校に実
施し、教員の民間
企業研修も受け
入れました。

● 重要文化財「聴竹居」の保存と公開
この建物は京都府大山崎町に遺る昭和初期を代表する
木造モダニズム建築です。当社設計組織の黎明期に在
籍後、京都大学で教鞭を執った藤井厚二が環境工学の成
果を活かした5回目の自邸。3年にわたった本屋・閑室・
茶 室 の 保 存 修
理、防 災 施 設と
外構庭園の整備
が 完 了し、全 面
の公開活用が始
まります。

企業財団への活動支援と財団の相互連携
当社は、竹中大工道具館、ギャラリーエークワッド、竹中
育 英 会 の3つの
企 業 財 団 の 活
動支援を通じて、

「伝統技術の現
代・未来への伝
承」、「現代の建築
文化の社会への

発信」、「未来の社会を担う人材の育成」を行う過去・現在・
未来をつなぐメセナ及び育英事業を展開しています。
2022年、ギャラリーエークワッドはメセナアワード2022

「優秀賞」を受賞しました。評価された活動の一つ「樹の
一脚展」は３財団が連携し、人の営みと森の再生をテーマ
にSDGsへの貢献にもチャレンジしたものです。

● 公益財団法人竹中育英会
1961年に設立した竹中育英会は、創設者であり初代理
事長である竹中藤右衛門の「感恩報謝」の理念のもと、
青少年の育成と教育の深耕を図ることを趣旨に、返済
不要の奨学金給付事業をはじめ、建築分野への研究助
成や、ハンディキャップフィールドへの研究助成・教育設
備助成を行っています。2012年からは展示会開催を主
とする文化芸術振興事業も開始し活動の幅を広げてい
ます。

● 公益財団法人竹中大工道具館
1984年、神戸元町に「大工道具を収集・保存し、研究や
展示を通じて工匠の精神や大工道具鍛冶の心を後世に
伝えていく」ための施設として開設されました。2014年
に新神戸駅近くに移転し、木の香りにあふれる和風建築
の博物館に、日本の伝統文化に関心がある外国人を含め
多くの見学者が訪れています。教育支援や文化の普及に
も力を入れており、出張授業、大学からの実習生の受け
入れなどを行っています。

● 公益財団法人ギャラリーエークワッド
2005年に竹中工務店東京社屋1階に開館したギャラ
リーエークワッドは、「建築・愉しむ」を活動の基本とし“建
築”を通して社会を見つめることをコンセプトにした企画
展を開催しています。建築文化へつながる様々な扉を通
して、来場者に愉しみながらまちづくりや社会課題を考
える契機を提供しています。

竹中技術実務研修センター 想

ギャラリーエークワッド企画展「樹の一脚展」

聴竹居　本屋外観

会社情報

社会貢献

社会貢献

竹中工務店について 成長戦略 事業活動 重要課題（マテリアリティ）

竹中育英会ホームページ

竹中大工道具館ホームページ

ギャラリーエークワッドホームページ
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BCS賞
一般社団法人 日本建設業連合会 主催

「BCS賞」は、「優秀な建築物を作り出すためには、デザイ
ンだけでなく施工技術も重要であり、建築主、設計者、施
工者の三者による理解と協力が必要である」という考え
のもと、1960年に創設されました。良好な建築資産の創
出を図り、文化の進展と地球環境保全に寄与することを
目的に、優秀な建築作品が表彰されてきました。学識経
験者・建築家・建
設業関係者の各
分野からの選考
委員により現地
審査・選考が行
われます。

会社情報

社外評価

社外評価

主要な社外からの表彰
当社が「品質経営」を基本姿勢とし、これまで継続的に行ってきた環境への取り組みと
建築・まちづくりは、社外からもその実績が高く評価され多数の賞を受賞しています。

2022年度 BCS賞 三栄建設 鉄構事業本部新事務所

グッドデザイン賞
公益財団法人 日本デザイン振興会 主催
世界4大デザイン賞の一つともいわれるグッドデザイン賞
は、1957年に旧通商産業省によって開始されました。そ
の審査基準は時
代とともに変遷
し、日本のデザイ
ンと産業の「マイ
ルストーン」とも
言われています。

BELCA賞　
公益社団法人 ロングライフビル推進協会（BELCA） 主催
BELCA賞は、長期にわたる適切な維持保全と、優れた改
修を実施した既存の建築物を対象とし、建物のロングライ
フ化への寄与に対する表彰制度です。ロングライフ部門
とベストリフォーム部門の２部門からなり、賞の選考は、学
識経験者と実務に精通した委員から構成される「BELCA
賞選考委員会」に
より現地審査・選
考 が 行われ、表
彰建築物が決定
されます。

日本建築学会 作品選集
一般社団法人 日本建築学会 主催
1989年に始まり、日本における建
築作品の発表の場として、国内外
より高い評価を受けています。現
地審査を経て、掲載する作品が決
定され、その中で特に優れたもの
が作品選奨として選ばれます。

その他受賞
ワークプレイス、環境、木材活用、学会関連、海外の賞を広
く受賞しています。2022年度の主な受賞は以下です。

2022年度 作品選奨
横浜市庁舎

2022年度 グッドデザイン賞
新柏クリニック糖尿病みらい

2022年度 BELCA賞ベストリフォーム部門 日本武道館

受賞数累計 234件（1位）
うち設計施工受賞数累計 119件（1位）
2022年度設計施工での受賞数 2件（2位）

（　）内は総合建設業における比較

受賞数累計 225件（1位）
2022年度受賞数 9件（１位）

システム開発・プロダクト含む受賞数 （　）内は総合建設業における比較

受賞数累計 78件（1位）
うち設計施工受賞数累計 37件（1位）
2022年度受賞数 3件（1位）

（　）内は総合建設業における比較

日経ニューオフィス賞 奨励賞1件
環境・設備デザイン賞 優秀賞3件 他1件
ウッドデザイン賞 最優秀賞 他3件
空気調和・衛生工学会賞 特別賞 他3件
電気設備学会賞 最優秀施設賞 他4件
International Design Awards（IDA） 2件

IDAは2022年応募作品からの受賞件数

掲載数累計 ２９０件（1位）
2022年度掲載数 １１件（１位）

（　）内は総合建設業における比較

竹中工務店について 成長戦略 事業活動 重要課題（マテリアリティ）

主な受賞はこちら
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会社情報

コーポレート・ガバナンス

コーポレート・ガバナンス

組織統治　— 経営の質の向上と、迅速で的確な意思決定を行うガバナンスの充実

コーポレート・ガバナンス体制図

コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方
当社では、「企業活動全体の質」の改善向上活動に取り組
み、広くお客様や社会から信頼を得て、社会的価値を高
めるという考えのもと、コーポレート・ガバナンス体制を
構築し、その適正な運営に取り組んでいます。

会社の機関の内容及び内部統制システムの整備の状況
● 取締役会・執行役員制度
取締役会を経営に関する意思決定及び業務執行の監督
機関としており、取締役会が決定した経営方針に基づく
業務執行権限を執行役員に委譲し、経営意思決定の迅速
化と事業執行機能、監督機能の強化を図っています。
● 監査役会
社外監査役２名を含む４名で組織されており、監査役は取締
役会に出席するなど、取締役の職務執行を監査しています。
● 企業倫理中央委員会
社会規範及び法令遵守の推進をより一層図るため、「企
業倫理中央委員会」によりコーポレート・ガバナンス体
制を推進しています。
● コンプライアンス委員会
コンプライアンス分担役員を委員長として、コンプライアン
スに関する教育啓蒙と再発防止策の指導徹底を行います。
● 危機管理委員会
自然災害をはじめとするリスク事象における迅速・的確
かつ誠実な対応と、平時における危機管理活動を推進
しています。

● ＴＱＭ推進中央委員会
竹中品質経営（ＴＱＭ）を推進するため、経営活動全般に
わたる課題及び問題を調査、立案及び審議し、「作品サー
ビスの質」と「業務の質」のレベルアップにより「経営の
質」の向上を図っています。
● ＣＳＲ推進中央委員会
地球環境を含むＣＳＲに関する重要な方針及び計画を横
断的に審議、立案を行い、当社の企業価値の向上と発展
に努めています。
● 経営計画中央委員会
経営計画を策定して取締役会に上程するとともに、計画
の実施状況の確認と関連業務運営上の問題点への対応
を行っています。
● 監査室
経営活動に関する自己統制手段である内部監査組織と
して監査室を設置し、会社の業務、会計及び財産の実態
について、その正確性・妥当性の確認を行っています。
● ＣＳＲ推進部
本社にＣＳＲ推進部を設置し、グループ全体にわたって任
命するＣＳＲ・コンプライアンス推進責任者、ＣＳＲ・コンプ
ライアンスリーダーによる教育・啓発を推進しています。
● 会計監査人
会社法及び金融商品取引法の会計監査について、独立監
査人としての公正・不偏的立場から監査を受けています。
● 顧問弁護士
複数の法律事務所と顧問契約を締結し、必要に応じて指
導・助言などを受けています。

選任

会計
監査

報告 監査

選任 選任

選任選定
報告

報告

指導・助言

指導・助言

コンプライアンス指導内部監査

代表取締役

経営審議会

執行役員会

企業倫理中央委員会

コンプライアンス

ＴＱＭ推進中央委員会
ＣＳＲ推進中央委員会
経営計画中央委員会

価値創造・事業推進

危機管理委員会コンプライアンス委員会

グループ会社

執行役員

本社・本支店・事業本部

会計監査人 ［監査役会］
監査役

［取締役会］
取締役

顧
問
弁
護
士

監査室 CSR推進部

株主総会
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会社概要

組 織 図

社 名 株式会社竹中工務店

本 社 所 在 地 大阪市中央区本町4-1-13

資 本 金 500億円（2023年3月現在）

建設業許可番号 国土交通大臣許可 （特-1、般-1）第2744号

従 業 員 数 7,751名（グループ全体13,278名） 
（2023年1月現在）

グループ会社 子会社54社、関連会社13社,、
その他関係会社1社

資 格 者 数 1級建築士 ……………………2,432
1級建築施工管理技士 ………2,336
技術士……………………………192
博士………………………………120

（2023年1月現在）

事 業 内 容 1. 建築工事及び土木工事に関する請負、設計
及び監理

2. 建設工事、地域開発、都市開発、海洋開
発、宇宙開発、エネルギー供給及び環境整
備等のプロジェクトに関する調査、研究、
測量、企画、評価、診断等のエンジニアリ
ング及びマネジメント

3. 土地の造成並びに住宅の建設
4. 不動産の売買、賃貸、仲介、斡旋、保守、

管理及び鑑定並びに不動産投資に関する
マネジメント 他

取 引 銀 行 三菱UFJ銀行、みずほ銀行、
三井住友銀行、りそな銀行、
三菱UFJ信託銀行、
三井住友信託銀行、
農林中央金庫 他

（2023年4月1日付）

北海道支店
東北支店
東京本店
横浜支店
東関東支店
北関東支店
名古屋支店
大阪本店
京都支店
神戸支店
四国支店
広島支店
九州支店

国際支店

開発事業本部
管理部
アセットマネジメント部
不動産開発部
海外事業部

大阪駅北地区事業本部

夢洲開発本部
万博推進室
MICE/IR推進室

本店内標準組織図

総務部
経理部
人事部
営業部
FM部
設計部
工事監理部
見積部
調達部
工務部
技術部
設備部
プロダクト部
安全環境部
品質部
集合住宅センター
機材センター

作業所（支店）

地区FMセンター

営業所

支店及び事業本部本社

営業企画部
管理部
営業第一部
営業第二部
先端生産部
開発戦略部

生産企画部
品質部
プロダクト部
原価部

設計企画部
アドバンストデザイン部

管理部

営業本部

医療福祉・教育本部

開発計画本部
PPP/PFI推進室

エンジニアリング本部
環境共生・エネルギー本部
情報エンジニアリング本部
製造・物流施設本部
原子力火力本部
空間・構造エンジニアリング本部
木造・木質建築推進本部
スマートコミュニティ本部
レジリエンスソリューション推進室

FM本部
BIM推進室
設計本部

ワークプレイスプロデュース本部

生産本部

安全環境本部

調達本部

社長室
経営企画室

デジタル室
関連事業室
まちづくり戦略室
総務室
法務室
人事室

財務室

技術本部

技術研究所

企画部
広報部
CSR推進部
TQM推進部

総務部
法務部
人事企画部
労務企画部
人材開発部
財務部
資金部
不動産部
審査部
技術戦略部
技術プロデュース部
管理部
知的財産部
建設基盤技術研究部
環境・社会研究部
未来・先端研究部

監査室
社長
副社長

取締役会

株主総会

監査役会

会社情報

会社概要
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損益計算書・貸借対照表（連結） （百万円）

第81期
2018

第82期
2019

第83期
2020

第84期
2021

第85期
2022

受注高 1,397,818 1,419,121 1,238,508 1,306,428 1,445,799

売上高 1,353,627 1,352,064 1,237,758 　1,260,430 1,375,410

営業利益 85,063 80,235 39,788 46,367 28,333

営業利益率（%） 6.3 5.9 3.2 3.7 2.1

経常利益 93,977 89,502 46,954 57,799  39,392

親会社株主に帰属する
当期純利益 63,638 68,918 30,528  39,346 30,266

純資産 671,189 762,642 751,745 822,449 873,909

総資産 1,468,850 1,519,771 1,442,958 1,581,524 1,741,214

事業別売上高（連結） （百万円）

第81期
2018

第82期
2019

第83期
2020

第84期
2021

第85期
2022

建設事業 1,241,868 1,241,923 1,146,184 1,152,439 1,246,212

開発事業 59,045 54,448 35,571  49,254 66,106

その他 52,713 55,692 56,002  58,736 63,091

その他の財務データ（連結） （百万円）

第81期
2018

第82期
2019

第83期
2020

第84期
2021

第85期
2022

営業活動によるキャッシュフロー 107,719 △45,512 △7,863  96,522 △3,505

投資活動によるキャッシュフロー △40,772 △15,448 △33,051 △14,654 △48,510

財務活動によるキャッシュフロー △32,662 △14,509 23,054  2,200 △4,201

研究開発費（億円） 84 93 93 95 91

設備投資（億円） 270 417 432 267 267

自己資本利益率（ROE）（%） 9.7 9.7 4.1 5.0 3.6

受注高／売上高（連結） 研究開発費／設備投資額（連結）純資産／総資産（連結）経常利益・経常利益率／
親会社株主に帰属する当期純利益（連結）

0
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20,000
（億円）

受注高
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4,000
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16,000

13,754
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売上高
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2020 2021 2022

（億円）（億円）
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2020 2021 2022

267
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267

93

432

393
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305

577

17,412

8,224

14,429

7,517

15,815

2.9
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会社情報

財務・非財務ハイライト

財務・非財務ハイライト
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財務・非財務ハイライト

地域別売上高（連結） （百万円）

第81期
2018

第82期
2019

第83期
2020

第84期
2021

第85期
2022

日本 1,180,889 1,198,630 1,117,451 1,114,353 1,161,857

アジア 87,339 74,534 64,605 79,456 120,777

欧州 52,678 48,315 44,605   45,070 52,406

北米 32,719 30,584 11,095    21,549 40,368

その他 – – – – –

非財務データ（単体）
第81期
2018

第82期
2019

第83期
2020

第84期
2021

第85期
2022

従業員数（人）
（連結）

7,500
（13,042）

7,630
（13,355）

7,741
（13,171）

7,757
（13,212）

7,751
（13,278）

従業員平均年齢（歳） 44.0 44.0 44.0 44.1 44.3

平均勤続年数（年） 19.1 17.1 19.1 18.5 18.6

女性役付職人数（人） 121 131 146 155 164

度数率
（休業4日以上災害）※1 0.56 0.54 0.38 0.55 0.23

施工時CO2排出量
原単位（t／億円）※2 10.4 10.3 9.9 8.3 8.7

建設副産物リサイクル率
（容量%）※3 91.6 92.0 93.5 94.5 94.3

CASBEE S・Aランク
プロジェクト件数比率（%）※4 85.7 89.2 91.7 93.8 98.5

※1　100万延労働時間あたりの休業4日以上の労働災害による死傷者数の割合。（１人親方等を含む）
※2　施工高あたり。
※３　新増築・改修・解体工事が対象。建設汚泥、特別管理廃棄物は含まない。
※4　Sランク及びAランクプロジェクトの合計。対象は当社設計プロジェクト。

従業員数（単体・連結） 女性役付職人数（単体） CASBEE S・A ランク
PJ 件数／比率（単体）

施工時 CO2 排出量原単位（単体）

（人）
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2020 2021
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Cat.No.010001 2303YA

大阪市中央区本町4-1-13 〒541-0053 06-6252-1201
札幌市中央区大通西4-1 〒060-0042 011-261-2261
仙台市青葉区国分町3-4-33 〒980-0803 022-262-1711
東京都江東区新砂1-1-1 〒136-0075 03-6810-5000
横浜市西区花咲町6-145 〒220-0022 045-321-1261
千葉市中央区中央港1-16-1 〒260-0024 043-242-0525
さいたま市大宮区桜木町1-9-6 〒330-0854 048-647-4471
名古屋市中区錦2-2-13 〒460-8633 052-211-2111
大阪市中央区本町4-1-13 〒541-0053 06-6252-1201
京都市中京区壬生賀陽御所町3-1 〒604-8811 075-801-2131
神戸市中央区磯上通7-1-8 〒651-0086 078-265-3300
高松市西内町12-11 〒760-0022 087-851-1175
広島市中区橋本町10-10 〒730-0015 082-212-0111
福岡市中央区天神4-2-20 〒810-0001 092-711-1211
東京都江東区新砂1-1-1 〒136-0075 03-6810-5000
東京都江東区新砂1-1-1 〒136-0075 03-6810-5000
千葉県印西市大塚1-5-1 〒270-1395 0476-47-1700

本 社
北 海 道 支 店
東 北 支 店
東 京 本 店
横 浜 支 店
東 関 東 支 店
北 関 東 支 店
名 古 屋 支 店
大 阪 本 店
京 都 支 店
神 戸 支 店
四 国 支 店
広 島 支 店
九 州 支 店
国 際 支 店
開 発 事 業 本 部
竹中技術研究所

https://www.takenaka.co.jp

見やすいユニバーサルデザイン
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